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『
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雑
集
』
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刻
〔
八
〕

近
世
唱
導
文
芸
研
究
会

『
類
雑
集
』
は
、
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
説
教
資
料
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
構
成
は
、
本
文
全
十
巻
と
総
目
録
一
巻
で
あ
る
。

内
典
・
外
典
等
か
ら
の
抜
書
き
を
分
類
配
列
し
た
、
い
わ
ゆ
る
類
書
で
あ
る
。
全
体
は
、
六
道
門
・
傍
生
・
人
間
・
天
上
（
巻

一
）、
三
乗
門
・
仏
身
門
（
巻
二
）、
経
法
門
・
僧
衣
門
（
巻
三
）、
修
行
門
・
供
養
門
・
屋
舎
門
（
巻
四
）、
恩
孝
門
・
神
祇
門

（
巻
五
）、
員
数
門
・
字
義
門
・
時
節
門
（
巻
六
）、
国
土
門
・
草
木
門
・
器
財
門
・
医
薬
門
（
巻
七
）、
無
常
門
・
不
浄
・
苦
患
・

愚
惑
門
（
巻
八
）、
勧
学
門
・
摂
折
門
・
雑
語
門
（
巻
九
）、
含
蔵
門
（
巻
十
）
か
ら
な
る
。
今
回
は
、
巻
第
八
の
無
常
門
・
不

浄
・
苦
患
・
愚
惑
門
を
翻
刻
す
る
。
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凡
例

一
、
大
正
大
学
図
書
館
蔵
、
慶
安
四
年
版
『
類
雑
集
』
巻
第
八
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、
読
解
の
便
を
図
る
た
め
、
基
本
的
に
通
行
字
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
の
文
字
は
出
典
と
の
異
同
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
異
体
字
で
示
し
た
。

一
、
脚
注
な
ら
び
に
補
注
に
お
い
て
、
引
用
仏
典
等
の
典
拠
名
を
示
し
た
。
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
所
載
の
経
典
に
典
拠
が
求
め
ら
れ
る
場
合
は
、
経
典
の
名
称
、
巻
数
、
頁
数
、
行
数
を
記
載
し
た
。

例
　
鬼
子
母
経
＝
『
仏
説
鬼
子
母
経
』
（
大
正
蔵
21
）
290c17～
18

大
正
新
脩
大
蔵
経
以
外
の
出
典
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
、
典
拠
お
よ
び
異
同
を
報
告
し
た
。

一
、
異
同
を
指
摘
す
る
際
は
、
本
文
該
当
部
に
 * を
施
し
、
脚
注
に
出
典
と
の
校
異
を
示
し
た
。

例
　
*人
間
→C

世
間

一
、
巻
八
は
書
写
者
に
よ
る
書
き
入
れ
が
非
常
に
多
い
た
め
、
書
き
入
れ
の
訓
点
は
す
べ
て
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

な
お
、
版
本
の
訓
点
は
明
朝
体
で
示
し
た
。

例
　
此

ハ

是
レ

一
、
脚
注
に
収
ま
ら
な
い
異
同
・
考
察
・
訓
点
以
外
の
書
き
入
れ
の
指
摘
は
、
「
→
補
注
」
と
し
て
後
部
に
示
し
た
。

一
、
翻
刻
の
分
担
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
オ
　
～
７
ウ
２

清
水
　
宥
聖

７
ウ
３
～
９
ウ
２

北
林
茉
莉
代

９
ウ
３
～
11
ウ
６

由
井
　
恭
子

11
ウ
７
～
14
オ
７

鈴
木
　
治
子

14
オ
８
～
14
ウ
８

北
林
茉
莉
代

14
ウ
９
～
16
ウ
７

山
本
章
博
・
北
林
茉
莉
代

16
ウ
８
～
23
オ
９

首
藤
　
卓
哉

23
オ
10
～
30
ウ
５

岩
波
　
隆
浩

30
ウ
６
～
38
オ
４

東
　
宇
量

38
オ
５
～
45
オ
６

北
林
茉
莉
代

45
オ
７
～
52
オ
５

永
島
裕
之
・
平
間
尚
子

52
オ
６
～
61
ウ
６

平
間
　
尚
子
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要
覧
＝『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）3
0
7

b
1
~
b
4

䟽
＝D

疏

又
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
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）3
0
6

c
2
7
~
3
0
7
a
1
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＝『
釋
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覽
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大
正
蔵
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）30
7
a
2
~
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一二三

類
雑
集
巻
第
八

○
無
常
門

無
常

要
覧
云
摂
大
乗
論
云
有
二

三
種
一

一
ニ
ハ

念
念
壊
滅

ノ

無

常
二

ハ

和
合
離
散

ノ

無
常
三

ニ
ハ

畢
竟
如
是
無
常

也

唯
識

*䟽
ニ

釈
二 �

無
常
一

有
二 �

二
義
一

一
有
二

生
滅
一

体
‑是

レ

無
常
二

無
二

他
常
一

故
名
二

無
常
一
文

打
無
常
磬

又
云
増
輝
記
云
未
レ

終
時
長

ク

打
レ

磬
令
下

其
聞
レ

声
発
二

其
ノ

善
思
一

得
レ

生
中ルB

ヲ

善
処
上

智
者
大
師
臨
終

ノ

時
語
二

維
那
一 �

」
１
オ

曰
ク

人
命
終

ノ

時
得
レ

聞
二

磬
声
一

増
二

其
ノ

正
念
一

惟
‑長
惟

‑久A

勿
レ

令
二

声
ヲA

絶
一

以
二

気
尽
一

為
レ

期
ト

風
刀

又
云
正
法
念
経
云
命
終

ノ

時
キ

刀
風
皆
動B

如
ハ三

千
ノ

尖
　

�
�
�
�

刀
刺
二 ス

カ

其
ノ

身
‑上
一 �

十
六
分

カ

中
猶

ヲ

不
レ

及
レ

一
ニ

若
シ

有
二レ

ハ

善
業
一

則
不

ス二

多
ク

苦
悩
一

顕
宗
論
云
為
レ

人
好
三

発
レ

A

言
譏
‑二刺

ス
ルy

ヲ

他
人
一

随
実
不
実
一ニ

傷
‑二切

ス

人
ノ

心
ヲ一

由
テレ

此
ニ

当
レ

招
二

風
刀
之

苦
一

一二三



命
終
心

又
云
唯
識
鈔
云
命
終

ノ

心
ニ

起
ハ二

四
種

ノ

愛
ヲ

即
一
切

ノ

有

」
１
ウ

情
善
悪
受
身

ノ

之
根
本
也
一
者
於
二

其
ノ

自
身

ニ一

起
ス二

現
‑

有
ノ

愛
一

二
者
於
二

現
ノk

属
ニ一

起
二

貪
喜
倶
‑行

ノ

愛
一

三
者
於
二

現
ノ

田
宅
資
‑生

ノ

業
一 �

起
二

彼
彼
喜
‑楽

ノ

愛
一

四
者
於
二

当
来

ノ

生
一

起
二

後
有

ノ

愛
一

且
ク

四
ノ

愛
ノ

中
ニ

前
ノ

三
ハ

是
レ

助
テ

潤
レ

生
後

ノ

一
ハ

是
レ

正
ク

潤
レ

生
謂

ク

於
二

当
来

ノ

生
ノ

地
一

起
カ

故
ニ

亦
ハ

名
二

受
生
心

ト一

此
ノ

心
ノ

位
ニ

若
シ

得
テ二

人
善
‑巧
策
発
一 �

聞
二

仏
‑名
磬
‑声
一

令
三

専

繋
二

聖
境
一

以
レテ

不
二ル

ヲ

顛
倒
一

故
ニ

必
ス

随
レテ

願
ニ

往
‑二生

ス

善
趣

ニ一

悶
絶
位

又
云
梵
語

ニ
ハ

*未末
歟

摩
此

ニ
ハ

云
二

死
穴
一

或
ハ

云
二

死
節
一

以
三

病
触
二

此
処
一

有
レ

悶
‑二絶
生
一 �

故
雖
レ

死
而
心
頭
熱
也
縁
二

第
八

」
２
オ

識
未�

�
レ

捨
一

故

死
位

又
云
瑜
伽
論
云
謂

ク

寿
‑量
極

カ

故
雑
阿
含
経

ニ

云
ク

寿

煖
識

ノ

三
法
捨
離

ス
ル
ヲ

名
レ

死
唯
識
*䟽

ニ

云
身
壊

シ

命
終
将
レ

入
二ル

滅
相
一ニ

方
ニ

名
レ

死
‑縁

ト

大
乗
宗

ハ

滅
シ

相
属
二

過
去
一

故
正

法
念
処
経

ノ

偈
ニ

云
不
レ

択
二

於
貧
富
少
壮
及

ヒ

老
年
若

在
家
出
家
一 �

無
シレ

不
レ

y

為�
�

二

死
ニ

壊
一 �

四五六
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＝
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a
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又
＝
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釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
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0
7

a
1
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~
1
8

「
未
」
を
朱
で
抹
消
し
、
墨
で

「
末
歟
」
と
書
く
。

又
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）

3
0
7
a
1
9
~
2
4
 

䟽
→D

疏

版
本
に
「
滅
相
一ニ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き

入
れ
で
「
ニ
」
を
重
ね
る
。

四五六



沙
門
不
応
畏
死

又
云
婆
沙
論
云
待
レ

B

死
ヲ

如
二シ

寄
‑客
ノ

去
一ル

如
レ

至
二

大
会
一�
多

ク

集
二

福
徳
一

故
ニ

捨
レル

命
時
無
レシ

畏
ルy

復
作
二

是
ノ

念
一

随
二

所
受
身
一

」
２
ウ

末
後

ノ

心
滅

ル
ヲ

為
レ

死
ト

若
‑シ

爾
ハ

心
念
念

ニ

滅
ス

皆
応

シレ

有
レ

畏
レ

非
二

但
ニ

末
後

ノ

心
滅

ル
ヲ

可
レキ

ニ

畏
ル一

也

沙
門
以
二 �

寂
滅
一

為
レ

楽

又
云
僧
祇
律
云
欲
レセ

ハ

求
二メ

ン
ト

寂
滅

ノ

楽
一ヲ

当
レシ

学
二

沙
門

ノ

法
一ヲ

涅

槃
経

ニ

云
諸
行

ハ

無
常

ニx

是
レ

生
滅

ノ

法
ナ
リ

生
滅
滅
‑シ

已
テ

寂
滅

ヲ

為
レ

楽
一

論
ニ

云
ク

寂
滅
為
楽

ト

者
若
言
二

滅
法

ヲ

為
レト

楽
一

者
此

ノ

義
不
レ

然
何

ヲ

以
ノ

故
ニ

為
下ノ

有
二ル

ハ

現
在

ニ

滅
一

是
レ

過
去

ノ

已
滅

ノ

法
ノ

残
上ナ

ル
ヲ

故
ニ

以
レノ

有
レル

ヲ

残
故

ニ

非
レ

楽
也
若
滅
二ル

ヲ

現
在
生
一

為
レセ

楽
者

此
ノ

義
不
レ

然
何

‑以
ノ

故
ニ

有
二ル

ハ

未
来

ニ

生
一

是
レ

現
在

ノ

生
ノ

残
ナ
ル

故
ニ

以
レノ

有
レ

残
故

ニ

非
レ

楽
也
若
言
二

未
来

ノ

生
是
常
一

者
此

ノ

義

」
３
オ

不
レ

然
生

ハ

必
ス

有
レ

滅
故

ニ

非
レ

楽
也
若
能

ク

令
下ル

ヲ

未
来

ノ

応
二キ

生
‑

滅
一 �

法
ヲA

而
不
レ

得
レ

生
上
  

�
�B

ヲ

乃
可
レ

為
レ

楽
ト

耳
此

ヲ

為
二

正
義
一ト

験
二

来
果
一ヲ

又
云
瑜
伽
論
云
此

ノ

有
情

ト

者
非
レ

色
非
レ

心
仮

ニ

名
テ

為

レ

命
諸
‑師

ノ

相
伝

ニ

造
善
之
人

ハ

先
従
レ

下
冷
‑触A

至
レ

臍
已

上
煖

ナ
ル

者
ノ
ハ

然x

後
ニ

気
尽

ル
ハ

即
生
二

人
中
一 �
若
至
二

頭
‑面
一 �
後

チ

頂

七八九
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又
＝『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）30
7
b
5
~
8

又
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）30
7
b
9
~

1
8版

本
に
「
有
二ハ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
書
き
入

れ
で
「
有
二ル

ハ
」
と
「
ル
」
を
補
い
「
ハ
」
を

重
ね
る
。
版
本
に
「
生
一
」
と
あ
り
、
さ
ら

に
書
き
入
れ
で
「
一
」
を
重
ね
る
。

又
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
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）3
0
7

b
1
9
~
2
6
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煖
ニA

乃
気
尽

ル
ハ

即
生
二

天
上
一

若
造
レ

悪
者
従
レ

上
冷
至
レ

腰

熱A

後
気
尽

ル
ハ

生
二

餓
鬼
中
一二

従
腰
膝
一

已
上
熱

テ

気
尽

ル
ハ

生
二

傍
生
中
一

若
従
レ

膝
已
下
至
レ

足
熱
気
尽

ル

者
生
二

地
獄

中
一

若
無
学

ノ

聖
人
入
二ル

ハ

涅
槃
一

或
ハ

心
及

ヒ

頂
皆
煖
也

」
３
ウ

葬
法

又
云
天
竺

ニ

有
レ

四
焉
一

ニ
ハ

水
葬
謂

ク

投
二テ

之
ヲ

江
河
一 �

以
テ

飼
二

魚
鱉
一ニ

二
ハ

火
葬
謂

ク

𧂐
レ

薪
焚
レ

之
三

ハ

土
葬
謂

ク

埋
二テ

岸
傍
一

取
二

速
ニ

朽
一

也
四

ハ

林
葬
謂

ク

露
二

置x

寒
林
一 �
飼
二

諸
ノ

禽
獣
一

闍
維

又
云
或

ハ

云
二

荼
毘
或

ハ

耶
維
*闍
毘
一

梵
ニ
ハ

云
二

闍
鼻
多
一

此
ニ
ハ

云
二

焚
焼
一

十
誦
律

ニ

云
比
丘
疑
二

火
葬
一

殺
二

身
中
八
万

ノ

戸
虫
一

仏
ノ

言
人
死

ス
レ
ハ

虫
モ

亦
タ

死
ス

送
葬

」
４
オ

又
云
毘
尼
母
云
闔
寺
並
送
葬

ス

記
云
令
下

観
二

無
常
一

生
レ

厭
上

故

毘
奈

耶
云
送
葬

ノ

苾
*蒭
可
レ

令
下

能
‑者

ヲA

誦
二

無
常
経

并
伽
*侘
一 �

為
レ

其
呪
願
上

浄
飯
王
涅
槃
経
云
浄
飯

王
命
終w

ニ

以
二テ

シ

七
宝

ノ

棺
一 �

仏
与ト
二

難
陀
一

在
レテ

前
ニ

恭
‑肅A

而

十十
一

十
二
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又
＝
『
釋
氏
要
覽
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大
正
蔵
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3
0
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＝
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釋
氏
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0
7
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闍
毘
→D

闍
毘
正

又
＝
『
釋
氏
要
覽
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大
正
蔵
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3
0
9
a
4
~
1
2

容
→D

客

蒭
→D

芻
　
侘
→D

他

十十
一

十
二

寒林
ハ

即
西
域

ニ

棄
レ

尸
処

ナ
リ

僧
祇
律

ニ

云
謂
多
二

A

死
尸
一

凡
ソ

入
‑ル

者
ノ

可
二シ

畏
テ

毛
寒
一

故
名
二

寒
林
一

今
云
二ハ

尸
陀
林
一ト

訛
也

今
禅
居

ノ

僧
亡
者
不
レ

以
二テ

セ

尊
少
主
*容
一

並
打
レ

鼓
普

ク

請A

葬
送

ス

蓋
シ

准
二

此
律
一
　
　

此
文
似
二

山

所
十
念
一

也



立
阿
難
与
二ト

ハ

羅
睺
羅
一

在
レ

後
仏
念
三

x

当
来
兇
‑暴

ニA

不
レ

y

ヲ

報
二

父
母

ノ

深
‑恩
一 �

躬�
　

‑自カ
ラ

擎
レ

棺
爾

ノ

時
大
千
世
界
六
種

ニ

振

動
ス

時
ニ

四
天
王
乃
代
レテ

仏
ニ

擎
レ

棺
仏
乃
執
二

香
爐
一

在
二

棺
ノ

前
一 �

導
‑引A

而
行

ク

舎
利

」
４
ウ

又
云
此

ノ

物
ハ

乃
‑是
戒
定
*恵
忍
行
功
徳

ノ

薫
成
也
梵

語
ハ

設
利
羅
今

ハ

訛
‑略A

称
二

舍
利
一

華
ニ
ハ

言
二

骨
身
一

所
‑二以
不

レ

訳
一

者
恐
レル

ヽ

濫
二

y

ヲ

凡
夫

ノ

骨
身
一 �

故
也
又

ハ

云
二

馱
都
一

此
レ
ハ

目
二ク

不

壊
ノ

義
一 �

有
二

二
種

ノ

舎
利
一

一
ニ
ハ

全
身
二

ニ
ハ

碎
身

ナ
リ

碎
身

ニ

有
レ

三

一
骨
舎
利
白
色
二
肉
舎
利
紅
色
三
髮
舎
利
黒

色
也

惟
タ

仏
ノ

舎
利

ノ
ミ

五
色

ニA

有
二

神
変
一

一
切

ノ

物
ノ

不
レ

能
レ

壊B

焉

法
苑
云
若

‑是
仏
舎
利

ハ

*推
‑打

ス
レC

不
レ

碎
若

シ

是
レ

弟
*子

ハ

*推

撃
ス
レ
ハ

便
チ

破
文

立
塔

要
覧
云
梵
語

ハ

塔
婆
此

ニ
ハ

云
二

高
顕
一

今
略
称
レ

塔
也
又

」
５
オ

梵
ニ
ハ

云
二

蘇
偸
婆
一ト

此
ニ
ハ

云
二

宝
塔
一

又
梵

ニ
ハ

云
二

窣
堵
波
一

此
ニ
ハ

云
レ

墳
又

ハ

云
二

抖
擻
婆
一

此
ニ
ハ

云
二

讃
護
一

或
ハ

云
二

浮
図
一

此
ニ
ハ

云
二

聚

相
一

西
域
記
云
立
表
寄
帰
伝

ニ

云
作
倶
攞
皆
塁
二

塼

十
三

十
四
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又
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）3
0
9

a
1
3
~
1
9

恵
→D

慧

法
苑
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
53

）

5
9
8
c
1
3
~
1
5

推
→B

椎
子
→B

子
舍

利
　
推
→B

椎

要
覧
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）

3
0
9
a
2
0
~
b
7

版
本
「
梵
云
一
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
書
き
入

れ
で
「
梵

ニ
ハ

云
二
」
と
直
す
。

十
三

十
四

今
釈
子
送
二

父
母
一

葬
可
レ

准
二

此
ノ

経
一

依
レ

仏
前
導

テ

生
二

人
ノ

善
心
一



石
一

為
レ

�
�
�

之
ヲ

形
如
二ニA

小
塔
一

上
ニ

無
レ

輪
蓋
且
立
レニ

塔
有
二

三
ノ

意
一

一
ニ
ハ

表
二

人
勝
一

二
ハ

令
二

他
ヲA

生
レ

信
一

三
ハ

為
レ

報
レ

恩
而
有
二

等
級
一

若
初
果

ハ

一
級
二
果

ハ

二
級
三
果

ハ

三
級
四
果

ハ

四
級

表
レ

超
二

y

ヲ

三
界
一

也
辟
支
仏

ハ

十
一
級
表
レカ

未
レ

B

ヲ

超
二

無
明

ノ

一

支
一

故
ニ

仏
塔

ハ

十
三
級
表
レ

超
二

十
二
因
縁
一ヲ

故
若

シ

凡
夫

ノ

比
丘
有
二ル

徳
行
一

者
ノ
ハ

亦
得
レレC

立
レ

塔
即
無
レシ

級
僧
祇

ニ

云
持

律
ノ

比
丘
法
師
営
事

ノ

比
丘
有
二

徳
望
一

者
皆
応
レ

立
レ

塔

」
５
ウ

五
百
問
云
得
下

為
二

亡
師
一

立
レ

塔
上

用
二

B

ヲ
ハ

自
物
一

得�

不
レ

得
レ

用
二

B

ヲ

師
ノ

物
一

塔
ニ

有
二

B

銘
記
一

非
レ

起
二ル

ニ

今
世
一 �

按
ス
ル
ニ

仏
本
行
集
経

ニ

云

迦
葉
仏

ノ

滅
度

ノ

後
波
羅
奈
国

ノ

王
名
二ク

吉
利
尸
一ト

収
二テ

舎

利
一ヲ

用
二テ

七
宝
一

造
レ

塔
為

メ
ニ

作
二

銘
記
一

名
二

達
舎
婆
陵
迦
一

随
ニ
ハ

言
二

十
相
一

問
墳
塚
間
精
神
有
無

又
云
灌
頂
経

ニ

云
阿
難
白
レ

仏
言

ク

若
シ

人
命
終A

造
二

立

墳
塚
一

是
ノ

人
ノ

精
魄
在
レヤ

中
ニ

否
ヤ

仏
ノ

言
ク

亦
ハ

在
リ

亦
ハ

不
レス

在
何

ヲ

以
ノ

故
ニ

若
シ

人
生
‑時

ニ

不
レ

造
二

善
根
一

不
レ

識
二

三
宝
一

無
二ク

善
トA

受
ク
ヘ
キ

レ

福
一 �

無
二ク

悪
トA

受
レ �

殃�
�
�

無
二 �

�

善
知
識
為
レ �

�
其

カ

修
レス

ル
モ

福
一

是
レ

其
ノ

精
魄

」
６
オ

在
二テ

墳
中
一 �

*未�
レ

有
二

生
処
一

故
ニ

或
ハ

生
‑前

ニ

大
ニ

修
二

x

福
善
一

精
勤

行
道

レ
ハ

或
ハ

生
二ル

天
上
人
間
一 �

故
ニ

言
二

不
在
一ト

或
ハ

生
前

ニ

不
レ

信
二

十
五
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版
本
に
「
用
二

B

ヲ
ハ

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き

入
れ
で
「
ヲ
ハ
」
を
重
ね
る
。

→
補
注

又
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）3
1
0
a
6
~

1
4６

オ
８
～
10

の
欄
外
上
部
に
「
墳
塚
内
亡

者
魂
者
／
無
二
有
魂
魄
約
／
無
記
人
或

善
人
／
或
悪
人
無
精
魂
」
と
書
き
入
れ
。

十
五



正
真
一ヲ

謟
‑誑

ニA

欺
レキ

人
ヲ

造
‑二作

セ
ン
ハ

悪
業
一ヲ

合
下シ

堕
二テ

畜
生
*悪餓
鬼
地

獄
一ニ

*委
ク

受
中

苦
悩
上

故
ニ

言
二

不
在
一ト

預
修
斎
七

又
云
灌
頂
経

ニ

普
広
菩
薩
白
レ

仏
言
若

シ

善
男
女
善

ク

解
二

法
戒
一ヲ

知
二テ

身
ノ

如
幻
一ヲ

未
レタ

ル

終
之
時

ニ
＊

逆
シ
ニ

修
二

生
‑七

斎
也
��

一

然ホ
シ

レ

燈
ヲ

懸
二ケ

幡
蓋
一ヲ

請
レ

x

僧
ヲ

転
二‑念

セ
ン

尊
経
一

得
レ

B

福
ヲ

多
キ
ヤ

否
ヤ

仏
ノ

言
其

ノ

福

無
量

ナ
リ累

七
斎

」
６
ウ

又
云
人
亡A

毎
レ

至
二

七
日
一ニ

必
営
レテ

斎
追
‑薦

ス

謂
二

之
ヲ

累
七
一ト

又
ハ

云
二

斎
七
一

瑜
伽
論
云
人
死A

*中
有

ノ

身

若
シ

*未レ
ハ タレ

得
二

生
縁
一

極
二テ

七
日
一 �

住︱
�

若
有
二ル

ハ

生
縁
一

即
不
定

也

若
極
二レ

ハ

七
日
一ヲ

必
死

メ

而
復

タ

生
ス

如
レ

是
展
転A

生
死

ス
ルB

乃
至
七
七
日
住

ス

自
レ

此
已
後

ハ

決
定A

得
レ

生
ヲ

又
此

ノ

中
有
七
日

ニ

死
シ

已
テ

或
於
二テ

此
類
一 �

由
二テ

余
業
一 �

可
キレ

転
ス

中
有

ノ

種
子

ハ

便
於
二テ

余
類
一ニ

中
有
生

ス

今
尋
二ル

ニ

経
旨
一

*極
善
悪

ニ
ハ

無
二

中
有
一

既
受
二ル

ハ

中
有

ノ

身
一

即
中
下
品

ノ

善
悪

ノ

業
也
故

ニ

論
云
二

余
業
可
転
一

也
如
二キ

ハ

世
ノ

七
日
七
日
斎

福
一 �

是
レ

中
有

ノ

身
死
生

ノ

之
際

ニ

以
レ

善
追

‑テ

助
テ

令
四

中
有

ノ

種

」
７
オ

十
六

十
七
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悪
→D

餓
　
左
旁
に「
餓
」を
書
く
。　
委

→D

倭
　
版
本
に「
受
二

苦
悩
」と
あ
る
と

こ
ろ
、書
き
入
れ
で「
受
中

苦
悩
」と
直
す
。

  

又
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）3
0
5

c
2
6
~
2
9

６
ウ
７
欄
外
上
部
に
「
逆
修
功
徳
」
と
書

き
入
れ
。

又
＝
『
釋
氏
要
覽
』（
大
正
蔵
54

）3
0
5

b
2
6
~
c
8

７
オ
２
欄
外
上
部
に
「
中
有
生
七
々
／
四

十
九
日
」
と
書
き
入
れ
。

７
オ
８
〜
９
欄
外
上
部
に
「
極
善
極
悪
／

中
有
不
可
有
／
中
下
品
人
有
之
」
と
書
き

入
れ
。

十
六

十
七

冥
‑間

ニ

化A

起
二

一
相
一

似
レテ

身
ニ

中
陰
経
云
中

有
極
寿
七
日

伝
レ�

識
ヲ

謂
二

之
ヲ

中
有
一



子
ヲA

不
三

転A

生
二

悪
趣
一

故
由
レ

是
此
日
之
福
不
レ

可
二

闕
怠
一

也

山
海
空
市
難
免
一

事
 

止
七
丁廿

四
無
常

ノ

殺
鬼

ハ

不�
レ

択
二

�
�
�

豪
賢
一 �

危�
�
�
�

脆
 

�
�
�A

不
レ �

堅
  

　
�
�
�
�

難
シ

レ

可
二

B

恃
怙

ス

云
‑何

ン
ソ

安
‑然

トA

規�
　

‑二望
 

�
�
�

百
歳
一 �

四
方

ニ

馳
求A

貯�
�

積
 

�
�
�

聚
斂

�
�
�

レ
ン
ス

聚
斂
未
レ

　
�
� タ

溘�
�

‑然
トA

長
ク

往�
�

所
有

ノ

産
貨�

�

徒
ラ
ニ

為
二ル

他
ノ

有
一ト

冥
冥

トA

独
リ

逝
ク

誰
レ
カ

訪
二ハ

ン

是
非
一 �

或
ハ

出
家

ノ

人
智
解
溢
レ �

胸
 

�
�
�

或
ハ

精
進
滅
レ�

�C

火
ヲ

而
モ

不
レ �

悟
二

無
常
一 �

諺
　

�
�
�
�
�

云
ク
 *可

　
怜

無
二シ

五
ノ

媚�
�

一
  

精
進

ス
レC

無
二ト

云
ハ

道
心
一

此
ノ

之
謂
也

�
�
�
�

若
シ

覚
三ヌ

レ
ハ

無
常

ハ
過
二

�
�
�
�
�於

暴
‑水

猛
‑風
掣
‑電
一 �

�

山
海
空
市�

ニ

無
二シ

逃
‑

　
　
�
�
�
�
�避

処
如
レ �

此
観

シ

已
テ

心

」
７
ウ

大‑ニ
怖
畏
眠

ルB

不
レ �

安
レ �

�

席
ヲ

食
ス
ルB

不
レ �

甘
ク
セ

哺
ヲ

如
レシ

救
二
 

�
�

頭
*燃
一 �

白
‑駒�

烏
‑*兎
日
夜

ニ

奔
‑リ

競
フ

以
テ

求
二 �

�

出
‑要
一 �

豈
ニ

復
タ

貪
‑二著x

世
財
一 �

結
‑二

*搆
シ

諸
有
一 �

作
二

A

無
益

ノ

事
一 �

造
二ラ

ン

生
‑死

ノ

業
一 �

耶
文

弘
七

法
苑
四
十
七
出
曜
経
引

丁末
九

山
海
空
市
等
者
法
句
経
第
二

ニ

云
ク

有
二リ

梵
志
一

兄
弟

四
人

ナ
リ

各
ノ

得�
　

二

神
通
一 �

知
二テ

後
七
日

ア
テ

一
時

ニ

皆
死
一 �

�
自�

　

共
ニ

議
ス

レ

之
ヲ

我
‑等
四
人
五
通
之
力

ア
リ

翻
‑二覆

シ

天
地
一 �

捫�
�

‑二摸
セ
ン

日
月
一 �

寧
不
レ �

�
避
レ �

死
ヲ

一
リ
カ

云
吾

レ
ハ

入
二テ

大
‑海
一 �

下
モ

不
レス

至
レ

地
ニ

上
ニ

不�
レ‑出
レ

水
ヲ

一
リ
カ

云
ク

入
二

須
弥

ノ

腹
一 �

還
テ

合
一セ

ン

其
ノ

山
一 �

一
リ
カ

云
ク

軽
‑二

挙
セ
ン

空
中
一 �

一
リ
カ

云
ク

入
二ラ

ン

大
ナ
ル

市
ノ

中
一 �

各
ノ

云
ク

如
レキ

是
ノ

処
ニ

避
ラ
ハ

無
常

ノ

殺
鬼
豈

ニ

十
八
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止
七
＝
『
摩
訶
止
觀
』（
大
正
蔵
46

）9
3
c

2
5
~
9
4
a
6

可
怜
→E

可
憐

燃
→E

然

兎
→E

免
　
搆
→E

構

弘
七
＝
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』（
大
正
蔵

46

）3
7
4
c
0
1
~
1
5
 

十
八

ヲ
モ
シ
ロ
ケ
レC

ア
ハ
レ
ナ
レ
ト
モ

ナ
テ
ト
ル



知
二ン

ヤ
ト

我
カ

処
一�

議
シ

訖
テ

辞
レ

A

王
ニ

述
二ス

其
ノ

去
ル

意
一 �

過
二キ

七
日
一 �

已
テ

各
各

ノ

」
８
オ

命
終

シA

如
二シ

熟
ル

果
ノ

落
一ル

カ

市
ノ

監�
�
�

*白
レク

王
ニ

有
二リ

一
リ
ノ

梵
志
一

卒
　

�
�
�
�

死
二ス

市
ノ

中
一 �

王
ノ

云
ク

有
二テ

四
人
一

避
レ �

�

*難
ヲ

一
人
已

ニ

死
タ
リ

余
ノ

三
豈

ニ

免
ン
ヤ

王

即
問
レツ

ル

仏
ニ

仏
告
レ

王
ニ

言
ク

有
二テ

四
ノ

事
一

不
レ

可
レカ

離
ル

一
ニ
ハ

者
已

ニ

在
二テ

ハ

中
陰
一 �

不
レス

可
レ

不
レ

�
�
�
�

生
セ

二
ニ
ハ

者
已

ニ

生A

ハ

不
レ

可
レ

不
レハ

ア
ル

老
三

ニ
ハ

者
已

ニ

老
テ
ハ

不
レ

可
レ

不
レハ

ア
ル

病
四

ニ
ハ

者
已

ニ

病
テ
ハ

不
レ

可
レ

不
レ

死
白
駒

ト
イ
ハ

日
也

烏
兎

ト
イ
ハ

月
也
又
俗
典

ノ

中
ニ

云
ク

月
ノ

中
ニ

有
レ

兎
日

ノ

中
ニ

有
レ

烏
文

古
今イ

カ
ナ
ラ
ン
巌
ノ
中
ニ
*ス
マ
ヒ
セ
ハ
世
ノ
憂
事
ノ
聞
ヘ
コ
サ
ラ
ン

顕
注
蜜
勘
云
巌

ノ

中
ハ

天
竺

ニ

四
人
外
道
ア
リ

テ

死
ナ
ン
事
ヲ

恐
レ

テ
一
人
ハ
巌
ノ
中

ニ

カ
ク
レ
一
人
ハ
市
ニ
交

レ
リ

ケ
レ
ト
死

ノ

時
至

リ

ニ
 
」
８
ウ

シ
カ
ハ
一
人
トA

死
ノ

道
ヲ

不
レ

免
皆
無
常

ノ

風
ニ

随
ヘ
ル

心
也
四
人

ノ

中
ニ

巌
ニ

隠
レ

タ
ル
一
人

ヲ

読
ム

歌
也
海

ニ

入
レ
ル

者
ヲ
モ

ヨ
メ
ル
事
ア
リ

云
云

宝
物
集

ニ

ア
リ
　
　
登
蓮
法
師

サ
リ
ト
モ
ト
八
重
ノ
塩
路
ヘ
入
シ
カ
ト
底
ニ
モ
老
ノ
浪
ハ
ヨ
リ
ケ
リ

修
無
常
比
丘
事

弘
七
八
丁末
大
論
廿
五

ニ

仏
為
二ニ

比
丘
一ノ

説
二玉

フ
ニ

死
想

ノ

義
一 �

有
二リ

比

丘
一

白
レ

仏
我

レ

能
‑善

ク

修
二ス

死
ノ

想
一 �

仏
ノ

言
ハ
ク

汝
云

‑何
ニ
カ

修
ル

答
テ

言
ク

不�
レ

過
二サ

七
年
一 �

有
ル
カ

云
ク
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レ

保
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七
月
一

有
カ

云
ク

七
日
乃
至
六

十
九
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白
→J

曰

難
→J

對

俗
典
→
補
注

古
今
＝
『
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
下
952
（
日

本
古
典
文
学
全
集
11
）
  ス
マ
ヒ
セ
ハ

→
○古
 住
ま
ば
か
は

顕
注
蜜
勘
＝
『
顕
注

密
勘
』（
日
本
歌
学
大
系
別
巻
５
）

宝
物
集
＝
『
宝
物
集
』（
山
田
昭
全
ほ
か
編

『
宝
物
集
』
お
う
ふ
う
、
平
成
七
年
四
月
）

と
対
校

弘
＝
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』（
大
正
蔵
46

）

3
7
4
a
2
2
~
2
9

十
九



五
四
三
二
一
日

ト

仏
ノ

言
ク

是
ヲ
ハ

名
二ク

放
逸
一ト

不
レス

得
四

名
テ

為
二ルB

ヲ

善
ク

修
二ス

ト

無
常
一 �

有
ル

比
丘

ノ

言
ク

不�
レ

保
二セ

従
レ

旦
至
レル

ヲ

食
一 �

有
ル
カ

云
ク

食
ノ

頃
ト

」
９
オ

仏
ノ

言
ク

皆
ナ‑是
レ

放
逸

也
ト

有
二テ

一
ノ

比
‑丘
一

言
ク

出
ル

息
不�
レト

保
二セ

入
ル

息
一 �

仏
ノ

言
ク

是
ヲ

名
三ク

精
‑進A

善
ク

修
二ス

ト

無
常
一
文

厭
離
無
常

ノ

功
徳
事

厭
離
功
徳
経
云
仏
在
世

ノ

時
迦
毘
羅
国

ニ

有
二

一
人

ノ

長
者
一

来
二テ

仏
所
一 �

白
二ク

世
尊
一 �

仏
法

ノ

中
ニ
ハ

何
ナ
ル

法
門
殊
勝

ナ
ル
ヤ

仏

答
テ

云
三
帰
依

ノ

功
徳
勝
二ル

一
切

ノ

善
一 �

長
者
受

テ

伝
二‑持

ス

之
一

又
廻
‑リ

来
テ

白
ク

勝
二タ

ル

三
帰
一 �

法
門
有

リ

乎
仏
答

ハ
ク

従
レリ

ハ

持
二タ

ン

倶
胝

劫
三
帰
一 �

一
日
持
二

五
戒
一

功
徳

ハ

勝
リ

長
者
捨
二

三
帰
一

持
二

五
戒
一

又
問

フ

此
ノ

五
戒

ニ

勝
ル

法
有
乎
仏
答
従
レリ

持
二タ

ン

倶
胝

劫
五
戒
一

一
日

モ

起
二セ

ル

大
慈
大
悲
心
一ヲ

功
徳
勝

タ
リ

長
者
捨

」
９
ウ

レ

戒
持
二

慈
悲
一

又
問

フ

此
ノ

慈
悲

ニ

勝
タ
ル

法
有
乎
答
ナ
ト
カ
其

レ
モ

無
ラ
ン

謂
ク

厭
離

ノ

法
門
也
倶
胝
劫
従
レリ

持
二タ

ン

慈
悲

ノ

法
門
一

一

日
モ

知
二リ

世
ノ

無
常
一 �

解
二

A

身
ノ

如
幻
一 �

厭
二ヒ

生
死
一ヲ

欣
二ハ

ン

菩
提
一

功
徳
    

百
千
万
倍

ナ
リ

矣
長
‑者
又
白

ク

勝
レタ

ル

此
ニ

法
有
乎

仏
答
更

ニ

無
シ

一
切

ノ

仏
法

ノ

中
ニ
ハ

此
ノ

法
最

モ

第
一
也
文

無
常
要
文
等

涅
槃
経
云
人

ノ

命
不
レルB

停
マ
ラ

過
二 �

�

於
山
水
一 �

今
日
雖
レ �

�

存
ス
ト

明ア
ス

二
十

廿
一
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厭
離
功
徳
経
＝
『
仏
説
三
帰
五
戒
慈
心
厭

離
功
徳
経
』
に
見
え
ず
。

版
本
に
「
其

レ
モ

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き

入
れ
で
「
レ
」
を
重
ね
る
。�

涅
槃
経
＝
『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
蔵
12

）

二
十

廿
一



亦
難
レシ

保
チ

云
‑何

ソ

縦�
　

レニA

心
ヲ

令
ルレ
ヤ

住
二セ

悪
法
一 �
文

又
云
一
切

ノ

諸
ノ

世
間
　
　
 
生

ア
ル

者
ノ
ハ

皆
帰
レ

死
ニ

寿
命
雖
二 �

�

無
量
一也

ト

*要�
���

‑必
ス

有
二 �

終
‑尽
一

」
10
オ

夫
レ

盛
ナ
ル
ハ

必
ス

有
レ

衰

合
‑会
有
二 �

別
離
一

壮
年
不
二

久
ク

停
一

ト
ヽ
マ

*盛
カ
ル
モ
ノ

必
ス

病
ニ

所
レ

侵
　
　
　
　

命
ハ

為
レ

死
ノ

所
レル

呑

無
レ

有
二 �B

法
トA

常
ナ
ル

者
一 �
文

法
華
経
云
世
皆
不
牢
固
如
水
沫
泡
焰
文

出
曜
経
云
此
日
已

ニ

過
ヌ
レ
ハ

命
*則
減
少

ス

如
二シ

小
水

ノ

魚
一ノ

斯
レ
ニ

有
二ン

何
ノ

楽
一 �

〇
諸
衆
生
等
当
下

勤
‑精
‑進A

如
レク

ス

救
中

頭
燃
上

但

念
二

A

苦
空
無
常
無
我
一 �

勤
‑進A

莫
二レ

放
‑逸
一ルy

文

*摩
訶
摩
耶
経

ニ

偈
云

譬
如
下

栴
陀
羅
　
駈�

���
レ

牛
ヲ

至
二 �

�
屠
‑所
一 �

歩
ニ々

近
中カ

死
地
上ニ

人
ノ

命
モ

亦
如
レ

是
文

」
10
ウ

*馬
鳴
経
云
有
為

ノ

諸
法

ハ

如
レ

幻
ノ

如
レ

化
三
界

ノ

獄
縛

ハ

無
二シ

一
トA

可
レ

y

楽
一

王
位

ハ

高
顕

ニA

勢
力
自
在

ナ
レC

無
常
既

ニ

至
ヌ
レ
ハ

誰
カ

得

レ

存B

ヲ

者
ナ
ル

如
二シ

空
中

ノ

雲
ノ

須
臾

ニ

散
滅
一ス

ル
カ

是
ノ

身
ノ

虚
偽

ナ
ルB

猶
シ

如
二シ

芭

蕉
一 �

為�
�

レ

怨
為�

�
レ

賊
不
レ

可
二

親
近
一

如
二シ

毒
蛇

ノ

筺
一

�
�
�

誰
カ

当シ
二ニ

愛
楽
一ス

是
ノ

故
ニ

諸
仏
常

ニ

呵
二玉

フ

此
身
一
文

大
集
経
偈
云
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蔵
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『
大
般
涅
槃
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大
正
蔵
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7
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a
2
6
~
b
0
1

、（
大
正
蔵
12

）6
1
2
c
2
2
~
2
6

要
必
有
終
尽
→L

要
必
当
有
尽

盛
必
病
所
侵
→L

盛
色
病
所
侵

法
華
経
＝
『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
蔵
経
９

巻
）47

b
0
5

出
曜
経
＝『
往
生
要
集
』（
大

正
蔵
84

）39
a
0
1
~
0
2

則
→A

即「
諸
衆

生
等
当
勤
精
進
如
救
頭
燃
」
は
、『
瑩
山
清

規
』（
大
正
蔵
82

）4
2
8
b
0
6
~
0
7

に
見
え

る
。
摩
訶
摩
耶
経
＝
『
往
生
要
集
』（
大
正

蔵
84

）3
9
a
0
2
~
0
3

摩
訶
摩
耶
経
→A

摩
耶
経
　
馬
鳴
経
＝
『
往
生
要
集
』（
大
正

蔵
84

）4
0
b
1
5
~
2
1

馬
鳴
経
云
→A

馬

鳴
菩
薩
頼
吒
和
羅
伎
聲
唱
　
版
本
に
「
獄

縛
ハ

」「
可
レ

B

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き
入
れ

で
「
ハ
」「B

」「
レ
」
を
重
ね
る
。
大
集

経
＝
『
大
方
等
大
集
経
』（
大
正
蔵
13

）



妻
子
珍
宝
及
王
位
　
臨
命
終
時
*不
随
者
　
　
　
　

唯
戒
及
施
不
放
逸
　
今
世
後
世
為
*伴
侶
文

雪
山
偈
云
今
日
不
レ

知
レ

死
ンy

ヲ

明
日
不
レ

知
レ

死y

ヲ

何
‑故
造
二

作x
栖
一ヲ

安
二

穏
ニ
セ
ン

無
常

ノ

身
一
文

」
11
オ

梵
網
経
云
一

タ
ヒ

失
二 �

�
人
身
一 �

万
劫

ニ
モ

不
レ

復
 

�
�
�

壮
ナ
ル

色
不
レルB

停
マ
ラ

猶
シ

如
二

奔
ル

馬
一

人
ノ

命
ノ

無
常

ナ
ルB

過
二 �

�

於
山
水
一ニ

今
日

ハ

雖
レ

存
ス
ト

明
ア
ス

亦

難
レ

保
衆
等
各
各
一
心

ニ

勤
修
精
進A

慎
テ

勿
二レ

懈
怠
懶

惰
睡
‑眠
一

B

文

出
曜
経
云
老
寿

ニA

*死
ル

者
ノ
ハ

若
ハ

一
若

ハ

二
ナ
リ

少
壮

ニA

死
ル

者
ハ

不
レ

可
二

称
計
一
文

涅
槃
経
二
云
於
諸
想
中
*無
常
為
勝

ト
文

野
干

ノ

截
耳
尾
等
事

止
四

十
四
丁

人
ノ

命
無
常

也

一
息
不
レレ

ハ

追�
�
�

千
載
長

ク

往�
�

幽�
�

‑

途�
　

綿�
�

‑邈�
�
�A

無
レシ

有
二

y

資
糧
一

苦
‑海

悠�
�

深
トA

船
筏
安

ン
カ

寄
 

�
�
�

賢
聖

ニ

*訶
‑棄�

�
�
�無

レ

所
二 �

恃
怙
一ス

ル

年
事
稍

ク

去
テ

*刀
‑風
不
レ

奢
 

�
�
�
�豈

ニ

可
三ン

ヤ

晏�
�

」
11
ウ

然
トA

坐
イ
テ

待
二ツ

酸�
�

痛�
�
�
�

一 �

譬
ハ

如
下シ

野
干

ノ

失
二マ

テ
ハ

耳
尾
牙
一 �

詐
‑眠

�
�
�
�
　

A

望
レヌ

ト
モ

脱
ンB

ヲ

忽
ニ

聞
二テ

ハ

断
頭
一 �

心
‑大

ニ

驚
怖
上ス

ル
カ

遭
二マ

テ
ハ

生
老
病
一 �
尚
不
レ

為
レ

急
也
ト

死

事
弗�
レ

奢�
�
�
�

那
ヲ

得
レン

不
レ

B

ヲ

怖
怖

‑心
起

ル

時
ハ

如
レシ

履
二

�
�
�

湯
火
一 �

五
塵

六
欲
不�
レ

暇
二

貪

�
�
�
�
�

染
一ス

ル
ニ

文

弘
決
四
丁廿

二
千
載

ト

者
乃
是

レ

随
レフ

俗
ニ

之
言

也

一
タ
ヒ

失
二ヘ

ハ

人
身
一 �

廿
二
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『
往
生
要
集
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大
正
蔵
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3
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1
0
~
1
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不
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無A

不
　
伴
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一
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侶A

伴
侶
　
梵
網
経
＝
『
梵

網
経
』（
大
蔵
経
24

）3
a
2
6
~
2
9

出
曜

経
＝『
出
曜
経
』（
大
蔵
経
４
）61

4
a
0
2
~
0
3

死
者
→G

命
終
　
涅
槃
経
＝
『
大
般
涅
槃

経
』（
大
蔵
経
12

）7
7
a
0
1

無
常
為
勝

→
○涅
無
常
想
為
勝

→
補
注

止
＝
『
摩
訶
止
観
』（
大
正
蔵
46

）4
0

a
1
8
~
2
4

訶
→E

呵
　
刀
風
→E

風
刀

版
本
に
「
那

ヲ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き
入

れ
で
「
ヲ
」
を
重
ね
る

弘
決
＝
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』（
大
正
蔵

廿
二



万
劫

ニ
モ

不
レ

復
 

�
�
�

綿
邈

メ
ン
ハ
ク
ト

者
一

遠
キ

貌
也
三
界

ノ

長
途

ニ
ハ

応
下シ

以
二テ

万

行
一 �

而
為

ス中

資
糧
上ト

生
死

ノ

曠
海

ニ
ハ

応
下シ

以
二テ

智
恵
一 �

而
為
中

船
筏
上

是
ノ

故
ニ

応
下‑シ

当
ニ

怖
二

畏A

無
常
一 �

預
　

�
�
�
�
�

弁
二シ

資
糧
一 �

預
メ

修
中ス

船
筏
上ヲ

一

*且
二ニ

瞑
レ
  

�
�
�
�
�

目
当

ニ

復
タ

*伏
レセ

ン

誰
ニ
カ

故
ニ

云
二

安
寄
一ト

此
ノ

無
常

ノ

法
賢
聖

棄
ツ
ルB

者
非
二ル

カ

恃
怙
一 �

故
也

無
二ク

母
トA

可
レキ

恃
一

�
�
�

無
二シ

父
トA

可
レキ

怙
一

�
�
�

不
レル

ヲ

能
レ

生
二

」
12
オ

長
出
世

ノ

善
身
一 �

名
レク

無
二ト

恃
怙
一

年
事
稍
去
等
者

ハ

寄
二タ

ルB

年

事
一 �

者
而
為
二ル

ナ
リ

語
ノ

端
一ト

言
二

風
刀
一ト

者
人

ノ

命
欲
レス

ル
ト
キ
ニ

尽
キ
ン
ト

必
ス

為
二

業

力
ノ

散
風
一ノ

所�
レ

解�
�

如A

レ

解
二

�
�
�

韛�
�

フ
イ
カ
フ

嚢
一

�
�
�

使
二ム

息
風

ヲA

不
レラ

続
一

�
�
�

如
レ

A

解
二

溝�
�

‑

瀆�
�

一 �

使
二ム

血
脈

ヲA

不
レラ

流
一レ

如
レ

A

解
二

機
関
一 �

使
二ム

筋
節

ヲA

不
レラ

応
一

�
�
�

如A

レ

解
二

火
炬
一 �

使
二ム

*煖
気

ヲA

滅
尽
一セ

如A

レ

解
二

坏
器
一 �

使
二ム

骨
肉

ヲA

分
離
一セ

四

大
既

ニ

分
レ
ヌ

応
レシ

遭�
�

二

塗�

‑炭�
�
�

一

如
何

ン
ソ

端
拱�

�
�A

不
レラ

ン

修
二セ

善
本
一 �

耶
如

野
干

ト

者
大
論

ノ

十
三

ニ

云
譬

ハ

如
下ク

野
干
在
二テ

林
樹

ノ

間
一 �

依
二テ

諸
ノ

師
子
及

ヒ

虎
豹
等
一 �

求
二テ

其
ノ

余
　

�
�
�
�

肉
一 �

以
テ

自�
　

存
活

ス

時
ノ

間
タ

空
ク

闕
 

�
�
�

夜
半

ニ

*踰
レ

�
�
�

城
ニ

深
ク

入
二ヌ

人
ノ

舎
一 �

求
レル

ニ

肉
ヲ

不
レ

A
得
避

‑リ

走
テ

睡
リ

息�
�
�

不
レ

A

覚�
�

竟
レヘ

ツ

夜
ヲ

惶
怖A

無
レク

計
ルB

始
テ

欲
二ル

ニ

起
行
一セ

ン
ト

慮
レ

�
�
�

不
二シ

ト

自�
　

免�
�

一 �
�

」
12
ウ

住
セ
ハ

懼
二

�
�
�

死
痛
一 �

便
チ

詐
  

�
�
�
�

死
テ

在
レリ

地
ニ

衆
人
来

テ

見
ル

有
二テ

一
人
一

言
ク

須
二ヰ

ン

野
干

ノ

耳
一 �

即
便
截�

�

–去
ヌ

野
干
自�

　

念
ハ
ク

截
レル

ニ

耳
ヲ

雖
レト

モ

痛
ト

但

令
二メ

ン

身
ヲA

在
一ラ

次
ニ

一
人
来

テ

言
ク

須
ン二

其
ノ

尾
一 �

復
自
念
言�

�
�

截
レル

ハ

尾
ヲ

小
事

也

次
一
人

ノ

言
ク

須
二ン

野
干
牙
一

�
�
�

野
干
自�

　

念
ハ
ク

取
ル

者
ノ

転
　

�
�
�
　

『類雑集』翻刻〔八〕
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46

）2
5
9
b
6
~
2
5
9
c
3

且
→J

旦
　
伏
→J

仗

煖
→J

暖

踰
→J

逾



多
シ

儻�
�

取
二ラ

ハ

我
カ

頭
一 �

則
無
二ン

活
路
一

即
従
レリ

地
起

キ
テ

奮
レ

�
�
�

力
ヲ

絶
レシ

勇
ヲ

間�
�

‑関
シ

歴
‑渉A

径
ニ

得
中ト

云
ン
カ

自�
　

済
上ス

ルB

ヲ

行
者
之
心

ニ

求
レルB

脱
二ン

ト

苦
難
一 �

亦

復
如
レシ

是
ノ

生
ニA

不
レル

ハ

修
セ

如
レシ

失
レ

耳
老

テ

不
ルレ
ハ

修
如
レ

失
レ

尾
病

テ

不
ル
ハ

レ

修
如
レ

失
レ

牙
豈

ニ

更
ニ

至
レテ

死
ニ

則
如
レク

セ
ン
ヤ

失
レカ

頭
ヲ

以
三也

老
病

ノ

時
猶

ヲ

自�
　

寛
   

�
�
�
�
�

者
可
レキ

ヲ

有
二

差
 

�
�
�

期
一

死
ノ

事
ハ

不
レ

奢
�
�
�
�

自�
　

知
テ

無
レシ

冀B

阿
輸�

�

柯
王
鈴
事

」
13
オ

弘
四

本廿
二
丁

如
阿
輸
柯
王
等
者
大
論
廿

ニ

云
阿
育

王
宮

ニ

常
ニ

供
二ス

六
万

ノ

羅
漢
一 �

王
阿
輸
柯

ハ

是
レ

育
王

ノ

弟
　

�
�
�
也

毎
ニ

見
三テ

衆
僧

ノ

受
二ル

ヲ

王
ノ

供
養
一 �

*更
ニ

云
ク

何
ナ
ル

*徳�
�
�

而
常

ニ

受
レル

供
ヲ

王
ノ

言
ハ
ク

雖
レモ

受
ク
ト

常
ニ

観
二ス

無
常
一 �

何
ノ

暇
　
   貪

�
�
�
�
�
�

染
セ
ン

弟
‑常

ニ

不
レス

信
王
欲
レス

調
レン

ト

之
密

ニ

遣
レ

A

人
ヲ

教
テ

擅
　
　

�
�
�
�
�
�

登
二ラ

シ
ム

王
位

ニ一

王
便
侯
　

�
�
�
�

得
テ

而
問
レテ

之
言

ク

国
ニ

二
ノ

主
ア
ラ
ン

耶�

即
欲
二フ

誅
罰
一セ

ン
ト

且
ク

令
下メ

ン

七
日
受
二テ

閻
浮
提
一 �

主
上ナ

ラ

過
レキ

テ

是
ノ

当�
レニ

殺
ス

七
日
之
内

ハ

恣�
　

二ニ
セ
ヨ

意
ヲ

五
欲
一ニ

一
日
過

キ

已
テ

即

令
二ム

旃
陀
羅

ヲA

振
レテ

鈴
告

テ

云
一ハ

一
日
已

ニ

過
テ

余
マ
リ

六
日
在�

�

当
ニ

レ

死
ス

如
レ

是
満
二テ

七
日
一

已
テ

振
レテ

鈴
ヲ

云
七
日
已

ニ

過
ヌ

今
日
当

ニ

レ

死
ス

王
便
問

テ

言
ク

閻
浮
提

ノ

主
シ

受
レテ

楽
ヲ

暢�
�
�

不
ヤ

答
テ

言
ク

我
レ

都
テ

」
13
ウ

不
レ

見
不
レ

聞
不
レ

覚
何

ヲ

以
ノ

故
ニ

旃
陀
羅
日
日

ニ

振
レテ

鈴
ヲ

高

声
ニ

唱
テ

言
ク

七
日
之
中

ニ

已
爾

‑許

�
�
�
�

日
過

ヌ

爾
‑許

ノ

日
在�

�

当�
云

レニ

死
ス

我
レ

聞
二ク

ニ

是
ノ

声
一 �

雖
下

作
二テ

閻
浮
提

ノ

主
一ト

得
中ト

妙
ノ

五
欲
上ヲ

以
二ノ

憂
ヘ

廿
三
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弘
＝
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』（
大
正
蔵
46

）

2
5
9
c
0
4
~
2
0

更
→J

便
　
徳
→J

得

版
本
で
は
「
主
上ト

ラ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
書

き
入
れ
で
「
主
上ナ

ラ
」
と
直
す
。

廿
三



深
一 �

故
ニ

不
レ

聞
不
レ

見
是

ノ

故
ニ

当
レニ

知
多

ノ

楽
力

ラ

弱
ハ
シ

若
シ

人
遍

身
ニ

受
レレC

楽
ヲ

一
処
針
　

�
�
�
以

刺
 

�
�
�

衆
ノ

楽
都

テ

息
ス

但
覚
二

�
�
�

刺
 

�
�
�

痛
一

�
�
�
�

王
ノ

言
ク

比
丘

モ

亦
爾

也

但
観
二ス

無
常
苦
空
無
我

ヲ一

何
ノ

暇
　
 貪

�
�
�
�
�

着A

念
ハ
ン

レ

受
二ルB

ヲ

供
養
一 �
文

月
鼠
事
　
慈
鎮

ノ

色
葉
集
云

露
ノ
命
草
ノ
根
ニ
コ
ソ
カ
ヽ
レ
ル
ヲ
月
ノ
鼠
ノ
サ
ハ
カ
シ
キ
カ
ナ

俊
頼
云
是
ハ
世
ノ
無
レ

墓
譬
ニ
テ
法
門
ニ
有

ル

事
ト
ソ
承

ル

譬

」
14
オ

人
有

テ

遥
ナ
ル
野
ヲ
行
ニ
虎
ノ
俄
ニ
来
テ
噉

ハ
ン
ト

ス
ル
ニ
逃
走

ル

程
ニ

深
キ

井
ノ

様
ナ
ル
穴
ニ
走

リ

入
テ

穴
ノ

半
計

ニ

有
ル

草
ニ
取
付

テ

底
ヲ
見
レ
ハ

鰐
ト
云
物

ノ

大
ナ
ル
口

ヲ

ア
キ
テ
墜

‑入
ラ
ハ

噉
ハ
ン

ト
ス
歯

ノ

白A

長
キ

事
剣

ノ

如
シ

上
ヲ
見
レ
ハ
虎
口

ヲ

ア
キ
テ
上

ラ
ハ

噉
ハ
ン

ト
ス
其

ノ

憑
テ

ヒ
カ
ヘ
タ
ル
草

ノ

根
ヲ
白
鼠
ト
黒
鼠
ト
二

ツ

出
来A

カ
ハ
ル
〳
〵
ク
ヰ
キ
ル
也
是

即
此
世

ノ

無
レ

墓
譬
也
底

ハ

我
カ

終
 

�
�
�

栖
ノ

地
獄
也
追
ツ
ル
虎
ハ

此
世
ニ
テ
造

‑リ

集
ル

悪
業
也
草

ノ

根
ヲ
切

ル

二
ノ

鼠
ハ
月
日
ノ
過

行
也
奥
義
抄
云
楼
炭
経

ノ

*談
ト
云

云

八�
　

雲�
�

御�

抄
第
四

ニ
モ

見
タ
リ

年
ノ

矢�
　

早
ク

過
ト

云
事

千
字
文
云
年
‑矢

�
�
�
�

ノ

毎
‑催

�
�
�
�
�
�
�

ト

注
云
矢

ト

者
箭
也
日
月
迅�

�

」
14
ウ

速�
�

ニA

流
年
如
レ

A

箭
催
二ス

人
ノ

易
レキ

ヲ

老
一ヒ

也
文

隙�
�

行�
�

駒
ノ

事

廿
四

廿
五

廿
六

『類雑集』翻刻〔八〕
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色
葉
集
＝
『
色
葉
和
難
集
』（
日
本
歌
学
大

系
別
巻
２
）
467
頁

欄
外
上
部
に
「
此
十
八
丁
」
の
書
き
入
れ
。

奥
義
抄
＝
『
奥
義
抄
』（
日
本
歌
学
大
系
１

巻
）
312
頁

談
→F

文

八
雲
御
抄
＝
『
八
雲
御
抄
』（
日
本
歌
学
大

系
別
巻
３
）
375
頁

千
字
文
＝
『
千
字
文
』（
岩
波
文
庫
）
341
〜

342
頁

廿
四

廿
五

廿
六



漢
書
云
人
生
一
世

ノ

間‑
如
二シ

白
駒

ノ

過
レル

カ

隙
一
文

慈
鎮
色

葉
集
云
ヒ
マ
ユ
ク
コ
マ
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ス
堀
川
院
御
歌

云
云

*私
云
物

ノ

ヒ
マ
ヨ
リ
駒

ノ

ハ
シ
リ
過
ル
ヲ
見

ル

程
無

キ

事
ニ
云
也
上已

八
雲
御�

抄
第
四
云
隙
行
駒
ト
ハ
物

ノ

隙
ヲ
*馬
ノ
過
カ
早

キ

由
シ

也
羊

ノ

歩
ミ

ト
云
ハ
次
第
ニ
行
カ
趣
二

死
期
一 �
也
度
レ

�
�
�

*日
鳥

モ

*過
レ

�
�
�

隙
ヲ

駒
ニ
用

ユ

万
葉
五
巻
*云
二
鼠
*走
而
度
*日

之
鳥
且
飛
四
蛇
争
侵
而
過
隙
之
駒
*久
走
　
是

無
常

ノ

事
ヲ

イ
ヘ
ル
短
歌
也
上已
止
観
七
云
白
駒
烏
*兎
 

」
15
オ

日
夜

ニ

奔
競
〇
如
前
　

弘
七
云
白
駒

ハ

日
也
烏
兎

ハ

月

也
文

古
人
無
常

ノ

語

沙
石
集

ニ

云
紅
顔

ハ

自
在
二

童
子

ノ

時
一 �

白
髪
二 �

今
マ

為�
�

二

老
体

ノ

身
一

又
云
人
間
*怱

ト々A

*営
二ム

衆
務
一 �

*不
レ

覚
ヘ二

*年
命

ノ

日

夜
ニ

去
一ルB

ヲ

宗
鏡
録
七
云
紅
顔

ハ

自�
　

在
二

童
子

ノ

身
一 �

白
首

ハ

自
処
二

老
年
之
体
一 �
文

或
語
云
人
生
七
十
古
来
稀

白
氏
文
集
云

人
生
一
百
歳

通
‑計

ス
レ
ハ

三
万
日

何
ニ

況
ヤ

百
歳

ノ

人
ハ

人
間
百

ニA

無
レ

一

賢
愚
共

ニ

零
落

シ

」
15
ウ

廿
七
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漢
書
＝
『
漢
書
』（
和
刻
本
正
史
漢
書
１
）

巻
三
十
三
449
頁
　
色
葉
集
＝
『
色
葉
和
難

集
』（
日
本
歌
学
大
系
別
巻
２
）
590
頁
　
私

→S

和
　
八
雲
御
抄
＝『
八
雲
御
抄
』（
日

本
歌
学
大
系
別
巻
３
）
375
頁
　
馬
ノ
→Q

馬
　
日
→Q

目
　
過�

�
�レ

隙
ヲ

駒
ニ
用

ユ

→Q

ひ
ま
ゆ
く
こ
ま
も

﹇
�
﹈

同
　
云
→Q

曰
　
走

→Q

競
争

日
→Q

目
　
久
→Q

夕

止
観
＝
『
魔
訶
止
観
』（
大
正
蔵
46

）9
4

a
0
4
~
0
5

兎
→E

免
　
弘
＝
『
止
觀
輔

行
傳
弘
決
』（
大
正
蔵
46

）3
7
4
c
1
4
~
1
5

沙
石
集
＝
『
沙
石
集
』（
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
52

）
232
頁

又
＝
「
浄
業
和
讃
」（
日
本
歌
謡
集
成
４
）

138
頁
　
怱
々
→I

讃
忩
々
タ
ル
コ
ト
ハ

営
→I

イ
ト
ナ
ム
ユ
エ
ゾ
カ
シ
　
年

→I

ナ
シ
　
不
覚
→I

サ
ト
ラ
ザ
リ
ケ

ル
ハ
カ
ナ
サ
ヨ
　
宗
鏡
録
＝
『
宗
鏡
録
』

廿
七



貴
賤
同

ク

埋
没

ス

東
岱
前
後

ノ

魂

北
邙
新
旧

ノ

骨

此
身
何

ソ

足
レン

*恋
ル
ニ

万
劫
煩
悩

ノ

根
也

此
身
何

ソ

足
レン

厭
ニ

一
聚
虚
空

ノ

塵
也

矣
 玉
函
抄

ニ

ア
リ

童
子
教
云

結
二モ

芝
蘭

ノ

之
契
一

�
�
�
ヲ

露
命

ノ

纔
ニ

存
ル

程

重
二シ

モ

鴛
鴦
之
衾
一 �

身
体

ノ

未
レタ

壊
レ

頃
ナ
リ

忉
利

ノ

摩
尼
殿

モ

無
レ

免
二

B

退
没

ノ

悲
一ヲ

大
梵
如
意

ノ

閣
モ

有
レリ

値
二ヘ

ルy

火
刀

ノ

怖
一レ

ニ

湏
達

カ

之
十
徳

モ

不
レ

留
二

乎
無
常
一 �

阿
育
之
七
宝

モ

不
レ

買
二

乎
寿
命
一
矣

無
常
要
文
事

法
苑
六
十
七
引
*罪
業
報
応
教
化
地
獄
経
云
 

」
16
オ

水
流

レ
テ

不
二

常
ニ

満
一

火
盛

ト
モ

不
二

久
然
一

日
出

ス
レ
ハ

湏
臾

ニ

没
ス

月
満

テ
ハ

已
ニ

復
タ

欠
ク

尊
栄
豪
貴

ナ
ル

者
ノ

無
レ‑常

ナ
ルB

復
過
レタ

リ

是
ニ

念A

当�
ニ三

勤
‑精
‑進

シ

頂
二

礼
シ
上
ル

無
上
尊
一 �

同
第
七
十
引
八
師
経
云

吾
念
二

世
無
常
一

人
生

テ

要
ス

当
レ

老

盛
‑去

テ

*而
衰
羸

形
枯

テ

而
白
首

憂
労A

百
病
生

ス

坐
‑起
苦
‑痛
シ‑悩
ム

吾
レ

用
テ

畏
ル

是
ノ

故
ニ

棄
レ

国
行A

求
レ

道
矣

仏
見
亀
教
無
常
事

同
八
十
四
引
二

如
法
句
経
心
意
品
説
一

云
昔
仏
在

廿
八

廿
九

『類雑集』翻刻〔八〕
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（
大
正
蔵
48

）4
5
1
c
1
3
~
1
4

或
語
＝
杜
甫

「
曲
江
」（
漢
詩
大
系
９
）
　
恋
→l

杜
変

白
氏
文
集
＝
『
白
氏
文
集
』
二
‑下
（
新
釈

漢
文
大
系
117
巻
）
巻
十
「
対
レ

酒
」
571
頁

玉
函
抄
＝
『
玉
函
秘
抄
』（
本
邦
類
書
）
145

頁
　
童
子
経
＝
『
童
子
経
』（
続
群
書
類
従

32

‑下
）
　
→
補
注

欄
外
上
部
に
「
此
廿
七
丁
」
の
書
き
入
れ
。

法
苑
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
53

）7
9
7

b
2
4
~
2
7

同
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
53

）8
1
8

c
0
6
~
0
9

而
→B

日

同
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
54

）0
9
0
2

廿
八

廿
九



世
ノ

時
有
二

一
ノ

道
人
一

在
二

河
辺
樹
下
一

学
レ

道
十
二
年

ノ

中
ニ

」
16
ウ

貪
ノ

想
不
レス

除
走
‑心
散
‑意

ニA

但
タ

念
念

ニ

*欲
二ス

目
色
耳
声
鼻

香
口
味
一

身
受
心
法
身
‑静
意
‑遊
曽

テ

無
二ク

寧
息
一

十
二

年
ノ

中
ニ

不
レル

ナ
リ

能
レ

得
レルy

道
仏
知
レテ

可
レト

度
ス

化x

作
二テ

沙
門
一ト

往
‑二至x

其

所
一ニ

樹
‑下

ニ

共
‑宿

ス

須
曳

ニ

月
明

ナ
リ

有
レテ

亀
従
二リ

河
ノ

中
出
‑来

テ

至
二ル

樹
下
一ニ

復
有
二テ

水
狗
一

飢
‑行

キ

求
レル

ニ

食
与
レ

亀
相

‑逢
ヘ
リ

便
欲
レ

噉
レ

レ

亀
ヲ

亀
縮
二テ

其
ノ

頭
尾
及

ヒ

其
ノ

四
ノ

脚
一 �

蔵�
�
�

二

於
甲

ノ

中
一 �
不
レ

能
レ

得
レ

レ

噉y

水
狗
小

‑遠
レ
ハ

復
出
二

頭
足
一

行
‑歩

ルy

如
レシ

故
ノ

不
レ

能
二

奈
何
一

遂
ニ

便
得
レ

脱
於
レ

是
道
人
問
二ヘ

リ

化
ノ

沙
門
一

此
ノ

亀
有
二

護
命

ノ

之
鎧
一

水
狗
不
レ

能
レ

得
二

其
ノ

便
化
沙
門
答

テ

言
吾

レ

念
フ
ニ

世

人
不
レス

如
二

此
ノ

亀
一ニ

不
レス

知
二

無
常
一

放
‑二恣

レ
ハ

六
情
一

y

外
魔
得
レ

便

」
17
オ

形
壊

シ

神
去

テ

生
死
無
レ

端
輪
‑二転x

五
道
一

苦
悩
百
千

也

皆

意
ノ

所
レ

造
宜
三

自
勉
‑勤A

求
二

滅
度

ノ

安
一ヲ

於
レテ

是
ニ

化
沙
門
即

説
レ

偈
言

蔵
レ

六
如
レ

亀
　
防
レ

意
如
レ

城
　
*恵

ト与
レ

魔
戦

テ

勝
則
無
レカ

ラ
ン

患
文

此
ノ

亀
ノ

タ
ト
ヘ
雑
阿
含
経

ニ
モ

有
レ

之
法
苑
三
十
四

ニ

引
可
レ

見
レ

之

仁
王
経
四
非
常
偈
事

劫
焼

ケ

終
‑訖�

�
�
�

乾
坤

�
�
�
�

洞
然

トA

須
弥
巨
海

都
テ

為
レテ

灰
颺�

�
�

天
龍
福
尽

テ

於
レ

中
彫
喪

ス

二
儀
尚
爾

リ

国
有
二ン

何
ノ

常
一カ

卅
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a
2
4
~
2
b
1
1

浴
目
→B

云
浴
目

恵
与
魔
戦
→B

慧
與
魔
戰

仁
王
経
＝
『
仁
王
般
若
經
疏
』
だ
が
、
出

典
は
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』（
大
正
蔵
46

）

卅



神
識
無
レ

主

仮
ニ

乗
二リ

四
蛇
一

無
眼
一

保
養A

以
テ

為
二

楽
車
一ト

*形
ハ

無
二

常
ノ

主
一

神
ハ

無
二

常
ノ

家
一

形
神
尚

シ

離
セ
リ

豈
ニ

有
レ

国
耶
 
」
17
ウ

有
ハ

本
自�

　

無
シ

因
縁
成
レ

諸
ヲ

盛
ル

者
ハ

必
衰

テ

実
ナ
ル

者�
�

必
虚

シ

*衆
生
蠢
々
 

�
�
�
〳
〵
�

都
テ

如
二シ

幻
居
一ノ

三
界
皆
爾

リ

国
土
亦
如�

�
�

生
老
病
死

輪
轉A

無
レ

際
ハ

事
ト

与
レ

願
違�

�
�

憂
悲
為
レ

害

欲
深

ク

禍
重

クA

瘡
疣
無
レ

外

三
界
*亦
爾

リ

国
有
二ン

何
ノ

頼
一

�
�
�

文

四
葬
事
上

ニ
モ

出
之

法
苑
九
十
七
云
依
‑二如

ス
ル
ニ

西
域
一 �
葬
法
有
レ

四
一

ニ
ハ

水
漂

二
ニ
ハ

火
ホ
ン焚

三
ニ
ハ

土
‑埋マ

イ
四

ニ
ハ

施
‑林

ナ
リ

五
分
律

ニ

云
若

シ

火
ニ

焼
ク

時
ニ
ハ

安
二

在x

石
上
一 �

不
レス

得
二

草
土

ノ

上
一ヲ

恐
レル

傷
レマ

スy

ヲ

虫
ヲ

故
ニ

四
分
律

ニ

云

如
来

ト

輪
王

ト

二
人

ハ

悉
ク

火
葬

ス

余
人

ハ

通
二

A

前
四
一 �
葬
者
多

シ

五
分
律
云
屍
応
レ

埋
レ

之

」
18
オ

黒
白
鼠
等
事

同
四
十

法
苑
ノ

四
ニ

引
賓
頭
盧
為
優
陀
延
王
説
法
経
云

尊
者

ノ

言
大
王
我

‑レ

今
為
レニ

王
略A

説
二カ

ン

譬
喩
一ヲ

王
至
‑心
聴

キ
玉
ハ

昔�
�
�‑曰

有
レ

人
行
在
二

曠
路
一

逢
二

大
悪
象
一

為
レニ

象
ヲ

所
レ

逐ヲ
ハ

一

狂
‑

懼
シ

走
‑突A

無
レシ

所
二

依
怙
一

見
二

*一
ノ

丘
井
一

即
尋
二

樹
根
一

入
二テ

井
ノ

中
一 �
蔵
 

�
�
�

上
ニ

有
二テ

黒
白

ノ

二
鼠
一

互
ニ

囓�
�

二

樹
ノ

根
ヲ一

此
ノ

井
ノ

四
辺

ニ

有
二テ

卅
一

卅
二
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0
3
7
0
b
0
2
~
0
4

形
無
常
家
→J

神
無
常
主

衆
生
蠢
蠢
→J

衆
生
蠢
〳
〵

亦
爾
→J

皆
爾

法
苑
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
53

）0
9
9
9

b
0
7
~
1
1

欄
外
上
部
に
「
此
四
丁
」
の
書
き
入
れ
。

同
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
53

）0
6
2
6

b
0
7
~
2
8

「
四
十
四
」の
傍
に「
法
苑
ノ
」

の
書
き
入
れ
。
欄
外
上
部
に
「
此
十
四
丁
」

の
書
き
入
れ
。

版
本
で
は
「
為
二ニ

象
ニ

」
と
あ
る
と
こ
ろ
、

卅
一

卅
二

此
謂
二

王
法
一

不
レ

許
レ

施
レ

身
復

恐
二

夏
焼
殺
レ

虫
一

故
令
レ

埋
レ

之

自
‑外
無
レ

難
水

林
亦
得
也



四
ノ

毒
蛇
一

欲
レス

螫
二

�
�
�
ト

其
ノ

人
ヲ一

而
モ

此
ノ

井
ノ

下
ニ

有
二リ

三
ノ

大
毒
*竜
一

傍
ノ

畏
二レ

四
蛇

ヲ一

下
ノ

畏
二ル

毒
龍

ヲ一

所
レ

攀
之
樹

ハ

其
ノ

根
動
‑揺

セ
リ

樹
ノ

上
ニ

有
二テ

蜜
三

五
滴
一

墮
二

其
ノ

口
中
一ニ

于
レ

時
動
レ

樹
敲
二

壊
蜂
窠
一

衆

」
18
ウ

蜂
散
一

飛
テ

唼
ヒ‑二螫
ニ

其
ノ

人
ヲ

有
二テ

野
火
一

起
テ

復
タ

来
テ

焼
レ

樹
大
王

当
レ

知
彼

ノ

人
ノ

苦
悩
不
レ

可
二

称
計
一

而
ニ

彼
ノ

人
得
レ

y

ハ

味
甚

‑タ

少
ク

苦
患

ハ

甚
‑タ

多
其

ノ

所
レロ

ハ

味
フ

者
如
二

牛
跡

ノ

水
一ノ

其
所
二ロ

ハ

苦
患
一

猶
ヲ

如
二ク

大
海
一ノ

昧
ハ

如
二シ

芥
子
一

苦
ハ

如
二ク

須
弥
一

味
ハ

如
二シ

蛍
火
一

苦
ハ

如
二

日
月
一

如
三シ

藕
根

ノ

孔
ヲ

比
二ル

カ

於
太
虚
一ニ

亦
如
三シ

蚊
子

ヲ

比
二ル

カ

金
翅

鳥
一

其
ノ

味
ト

苦
悩

ト
ノ

多
少
如
レ

是
尊
者
言
大
王
曠
野

ト

者

喩
二

於
生
死
一 �
彼

ノ

男
子

ト

者
一

喩
二

於
凡
夫
一

象
ヲ

喩
二

於
無
常
一

丘
井

ヲ

喩
二

於
人
身
一

樹
ノ

根
ヲ

喩
二

於
人

ノ

命
一ニ

白
黒
鼠

ト

者
喩
二

於
昼
夜
一 �

囓
二ト

樹
根
一

者
喩
二

念
念
滅
一ル

ニ

四
毒
蛇

ト

者
喩
二

於

四
大
一ニ

蜜
ト

者
喩
二

於
五
欲
一ニ

衆
蜂

ヲ

喩
二

悪
ノ

覚
観
一

野
火
焼

ト

」
19
オ

者
喩
二

其
老
邁
一

下
ニ

有
二ト

三
ノ

毒
*竜
一

者
喩
三

其
ノ

死
亡A

墮
二

三

悪
道
一

是
ノ

故
当
レ

知
欲
‑味

ハ

甚
‑タ

少
シ

苦
患

ハ

甚
‑多

シ

生
老
病

死
於
二

一
切
人
一

皆
得
二

自
在
一

世
間

ノ

之
人
身
心
労
苦A

無
二

帰
依

ス
ル

処
一

衆
苦

ニ

所
レ

逼
軽
疾
如
レ

電
是

レ

可
二

憂
愁
一

不

レ

応
二

愛
着
一

仏
説
無
常
経
　
亦
名
三
啓
経
　
　
竟

卅
三
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書
き
入
れ
で
「
為
レニ

象
ヲ

」
と
直
す
。
版
本

に
「
怙
一

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き
入
れ
で

「
一
」
を
重
ね
る
。

一
ノ

丘
→B

一
丘

版
本
に
「
鼠
一

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き
入

れ
で
「
一
」
を
重
ね
る
。

版
本
で
「
螫
二

�
�
�
ー

」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
さ
ら

に
書
き
入
れ
で
「
螫
二

�
�
�
ト

」
と
直
す
。

竜
→B

龍

版
本
に
「
螫

ニ

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き
入

れ
で
「
ニ
」
を
重
ね
る
。

版
本
に
「
海
一

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き
入

れ
で
「
一
」
を
重
ね
る
。

版
本
に
「
味

ハ

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
書
き
入

れ
で
「
ハ
」
を
重
ね
る
。

竜
→B

龍

卅
三



大
唐
三
蔵
法
師
 義
静
 奉
制
訳
　

稽
首
帰
依
無
上
士

常
ニ

起
二テ

弘
誓
大
悲

ノ

心
ヲ

為
三

済
二テ

有
情
生
死
流
一

令
レン

ト

得
二

涅
槃
安
隠

ノ

処
一ヲ

大
捨
防
非
忍
無
レ

倦

一
心
方
便
正
*恵
力

」
19
ウ

自
利
利
他
悉
円
‑満

ス

故
ニ

*号
二

調
御
天
人
師
一ノ

稽
首
帰
依
妙
法
蔵

三
四
二
五
理
円
明

七
八
能
開
二

四
諦

ノ

門
一ヲ

修
者
咸
到
二

無
為

ノ

岸
一 �

法
雲
法
雨
潤
二

群
生
一ヲ

能
除
二

熱
悩
一

蠲
二

衆
病
一

難
化
之
徒
使
二

調
順
一

随
レ

機
ニ

引
二

導
非
強
力
一

稽
首
帰
依
真
聖
衆

八
輩
上
‑人
能
離
レ

染

金
剛
智
杵
破
二

邪
山
一ヲ

永
断
二

無
始
相
纏
縛
一

始
従
二

鹿
苑
一

至
二

双
林
一 �

随
仏
一
代
弘
二

*真
教
一ヲ

各
称
二

本
縁
一

行
化
レ

已

灰
身
滅
智
寂
無
生

稽
首
総
敬
三
宝
尊
　

是
謂
正
‑因
能
普
済

」
20
オ

生
死
迷
愚
鎮

ニ

沈
‑溺

咸
令
二

出
離A

至
二

菩
提
一 �

生
者
皆
帰
レ

死
ニ

容
顔
尽
変
‑衰

強
力
病
所
レ

侵

無
二

能
免
レ

斯
ヲ

者
一

仮
‑使
妙
高
山

劫
尽
皆
壊
‑散

大
海
深A

無
レ

底

亦
復
皆
枯
‑竭

大
地
及‑ヒ

日
月

時
‑至
皆
帰
レ

尽

未
四

曽
テ

有
三

一
事

不
レ

被
二

無
常

ニ

呑
一
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仏
説
無
常
経
＝
『
佛
説
無
常
經
』（
大
正
蔵

17

）7
4
5
b
0
9
~
7
4
6
b
0
8

版
本
で
は
「
為
レ

」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
さ
ら

に
書
き
入
れ
で
「
為
三

」
と
直
す
。

恵
→X

慧

号
→X

號

真
→X

眞



上
至
二

非
想
処
一

下
至
二

転
輪
王
一

七
宝
鎮

ニ

随
レ

身

千
子
常

ニ

囲
遶

如
二

其
ノ

寿
命
尽
一

須
曳

ニ

不
二

暫
停
一

還
テ

漂
二

死
海

ノ

中
一 �

随
レ

縁
ニ

受
二

衆
苦
一ヲ

循
環
三
界
内

猶
如
二

汲
井
輪

ノ

亦
如
二

蠶�
�
�

サ
ン

作
レ

繭
一

吐
糸
還
自

‑纏

無
上
諸
世
尊

独
覚
声
聞
衆

尚
捨
二

無
常
身

」
20
ウ

何
‑ニ

況
於
二

凡
夫

父
母
及‑
妻
子

兄
弟
并‑ニ

眷
属
一 �

目
観
生
‑死
隔

云
‑何

ソ

不
二

愁
歎

是
ノ

故
ニ

勧
二

諸
人
一ヲ

諦
ニ

聴
二

真
実

ノ

法
一ヲ

共
ニ

捨
二

無
常

ノ

処
一

当
レニ

行
二

不
死

ノ

門
一

仏
法
如
二

甘
露
一ノ

除
レ

熱
ヲ

得
二

清
‑涼
一

一
心
応
二

善
‑聴
一

能
滅
二

諸
ノ

煩
悩
一ヲ

如
レ

是
ノ

我
レ

聞キ
ク

一
時
薄
伽
梵
在
二マ

ス

室
羅
伐
城
逝
多
林

給
孤
独
園
一

爾
ノ

時
ニ

仏
告
二

諸
ノ

苾
芻
一 �

有
二テ

三
種

ノ

法
於
二

諸
ノ

世
間
一 �
是

レ

不
レ

可
レ

愛
是

レ

不
二

光
‑沢
一

是
レ

不
レ

可
レ

念
是
不
レ

称

レ

意
ニ

何
‑者

ヲ

為
レ

三
ト

謂
ク

老
病
死

ナ
リ

汝
諸

ノ

苾
芻
此

ノ

老
病
死

於
二

諸
ノ

世
間
一

実
ニ

不
レ

可
レ

愛
実

ニ

不
二

光
‑沢
一ナ

ラ

実
ニ

不
レ

可
レ

念
実

ニ

」
21
オ

不
レ

称
レ

意
ニ

若
シ

老
病
死
世
間

ニ

無
‑者
如
来
応
正
等
覚

不
下シ

出
二

於
世
一

為
二

諸
ノ

衆
生
一

説
中

所
証

ノ

法
及‑ヒ

調
伏

ノ

事
上

是
ノ

故
ニ

応
レシ

知
此

ノ

老
病
死
於
二

諸
ノ

世
間
一

是
レ

不
レ

可
レ

愛
是
不

光
沢
一

是
レ

不
レ

可
レ

念
是‑レ

不
レ

称
レ

意
由
二

此
ノ

三
事
一 �
如
来
応
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版
本
で
は
「
不
レ
出
」「
説
二
所
」「
事
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正
等
覚
出
二

現x

於
世
一 �

為
二

諸
ノ

衆
生
一ノ

説
二

所
証
法
及

ヒ

調

伏
ノ

事
一ヲ

爾
ノ

時
世
尊
重

‑テ

説
レテ

頌
ヲ

曰

外
事
荘
彩
咸

ク

帰
壊

内
身
衰
‑変
亦
同

‑然

唯
有
二

勝
法�

�
一

不
二

滅
亡
一

諸
ノ

有
智

ノ

人
応
二

善
察
一

此
ノ

老
病
死
皆
共

ニ

嫌

形
儀
醜
‑悪
極
可
レ

厭

少
年

ノ

容
‑貌

ハ

暫
‑時
住

ス

不
レ

A

久
咸

‑悉
見
二

枯
羸
 

」
21
ウ

仮
‑使
寿
命
満
二

百
年
一

終
帰
不
レ

免
二

無
常

ノ

逼
一

老
病
死

ノ

苦
常

ニ

随
‑逐

ス

恒
ニ

与
二

衆
生
一

作
無
利
一

爾
時

ニ

世
尊
説
二

是
ノ

経
一ヲ

已
テ

諸
ノ

苾
‑芻
‑衆
天
龍
薬
叉
犍

闥
婆
阿
蘇
羅
等
皆
大

ニ

歓
喜
信
‑受
奉
‑行

常
ニ

求
二

諸
ノ

欲
境
一

不
レ

行
二

於
善
事
一

云
‑何
保
二

形
‑命
一

不
レ

見
二

死
来

テ

侵
一ヲ

命
根
気
欲
レ

尽

支
節
悉
分
‑離

衆
苦
与
レ

死
倶

此
ノ

時
徒

ニ

歎
‑恨

両
目
倶

ニ

飜
レ

上

死
刀
随
レ

業
ニ

下

意
想
並

ニ

*慞
惶

無
二

能
相
救
‑済
一

長
喘
連
‑胸
急

短
気
喉
‑中
乾

死
王
催
伺
レ

命

親
属
徒
相
守

諸
識
皆
昏
‑昧

行
入
二

険
城

ノ

中
一

」
22
オ

親
‑知
咸
棄
‑捨

任
二

彼
縄
一

牽
去

将
ニ

至
二

琰
魔
王
一

随
レ

業
ニ

而
受
レ

報
ヲ

勝
因
生
二

善
道
一

悪
業
堕
二

泥
‑犁
一 �

明
眼
無
二

過
‑*恵
一

黒
‑闇
不
レ

過
レ

癡

病
不
レ

越
二

怨
家
一
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大
怖
無
レ

過
レ

死

有
レ

生
皆
必
死

造
レ

罪
苦
切
レ

身

当
勤
二

策
三
業
一ヲ

恒
ニ

修
二

於
福
智
一ヲ

眷
属
皆
捨
去

財
貨
任
他
将

但
持
二

自
ノ

善
‑根
一

険
道
充
糧
食

譬
ハ

如
路
傍

ノ

樹

暫
息
非
二

久
停
一

車
馬
及‑
妻
児

不
レ

久
皆
如
レ

是
ノ

譬
ハ

如
群
宿
鳥

夜
聚
旦
随
飛

死
去
別
親
知

乖
‑離
亦
如
レ

是
ノ

唯
有
二

仏
菩
提
一

是
真

ノ

帰
仗
処

依
レテ

経
ニ

我
略
説

智
者
善
応
レ

思

」
22
ウ

天
阿
蘇
羅
薬
叉
等

来
聴
レ

法
者
応
一

至
心
一

擁
二

護
仏
法
一

使
二

長
存
一

*各
々
勤
二

行
世
尊

ノ

教
一

諸
ノ

有
二

聴
徒
一

来
二

至
此
一 �

或
在
二

地
上
一 �
或

ハ

居
レ

空
ニ

常
ニ

於
二

人
世
一

起
二

慈
心
一ヲ

昼
‑夜
自
身
依
レテ

法
ニ

住

願
ハ

諸
ノ

世
界
常

ニ

安
‑穏

無
辺

ノ

福
‑智
益
二

群
‑生
一

所
有

ノ

罪
‑業
並

ニ

消
‑除

遠
二

離
衆
苦
一ヲ

帰
二

円
‑寂
一 �

恒
用
二

戒
香
一

塗
二

瑩
体
一

常
持
二

定
服
一

以
テ

資
レ

身

菩
提
妙
華
遍
荘
‑厳

随
二

所
住

ノ

処
一 �
常

ニ

安
‑楽

仏
説
無
常
経

閻
羅
王
五
使
事

」
23
オ

閻
羅
王
五
使
経

ニ

云
仏
告
二

諸
ノ

比
丘
一 �

人
生
二

世
間
一 �

不

レ

孝
二

父
母
一 �

不
レ

敬
二

沙
門
一

不
レ

行
二

仁
義
一

不
レ

学
二

経
戒
一

不
レ

畏
二
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後
世
一

者
其

ノ

人
身
死A

当
レニ

堕
二

地
獄
一

主
者
持
行
白
二

閻

羅
王
一 �

言
其
過
悪
此

ノ

人
不
孝
等
*種

ノ々

諸
‑過
無
レ

有
二

福
徳
一

不
レ

恐
二

畏
死
一

唯
王
処
‑罰
閻
羅
王
常

ニ

先
安
‑徐

以
二

忠
正
語
一

為
レ

現
二

五
使
一

者
而
問
言
第
一
汝
不
レ

見

世
人
始
為
二

嬰
児
一

僵
二

臥
屎
尿
一

不
レ

能
二

自
護
一

口
不
レ

知

レ

言
不
レ

知
二

好
悪
一

汝
見

ヤ

以
‑不

ヤ

人
答
已

‑ニ

見
王

ノ

言
汝
自

謂
不
レ

如
レ

是
ノ

然
ニ

人
一

神
従

‑行
終

‑即
有
レ

生
雖
二

尚
未
一レタ

見

常
ニ

当
三ニ

為
レ

善
自
*帰
二

三
業
一ヲ

奈
‑何
放
‑心
快
‑志
造
レレ

ル

過
ヲ

人

」
23
ウ

答
愚
暗
不
レ

知
王

ノ

言
汝
自
愚
痴
縦
レ

意
ヲ

作
レ

悪
非
二

是

父
母
師
長
君
天
沙
門
道
人
等

ノ

過
一 �

也
罪
自
由
レ

汝
ニ

豈
得
レン

ヤ

不
レ

楽
今
当
レ

受
レ

之
是
為
三

閻
王
現
二

第
一
天
使
一

也
　
第
二
閻
王
復
問
子�

�
�

為
人
時
天
‑使
次

テ

到
汝

能
覚

ル
ヤ

不
ヤ

人
答
不
レ

覚
王
曰
汝
不
レヤ

見
二

世
人
年
老
髪

‑

白
歯

‑堕
羸
痩
僂
歩
低
‑行
起
‑居
任
レ

杖
一 �
不

ヤ

人
答
有

レ

是
王
曰
汝
謂
二

独
免
可
レ

得
レ

不
レ

老
一

凡
人
已

ニ

生
レ
ハ

法
トA

皆

老
‑耄
常

ニ

当
下ニ

為
レ

善
端
二

身
口
心
一

奉
中

行
経
‑戒
上

柰
‑何

ニ
ソ

自

恣
ニ
ス
ル

人
答
愚
癡

ノ

故
ニ

爾
ナ
リ

王
ノ

曰
汝
自
以
二

愚
癡
一

作
レ

悪
ヲ

非
二

是
父
母
君
天
沙
門
道
人
過
一 �
也
罪
自
由
レ

汝
豈
得

ン
ヤ

」
24
オ

レ

不
レ

B

ヲ

楽
今
当
レ

受
レ

之
是
為
三

閻
王
現
二

第
二

ノ

天
使
一ヲ

也
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第
三
閻
王
復

‑問
子
為
レ

人
時
豈
不
レ

見
下

世
間
男
女

身
有
二

疾
‑病
一

身
体
苦
痛
座
起
不
レ

安
命
近
二

憂
促
一

衆

医
不
レ

療
上

不
ヤ

人
答
言
有
王

ノ

曰
汝
可
レ

得
レ

不
レ

病
耶
人

生
既

‑ニ

老
法
皆
当
レニ

病
聞
二

身
強
健
一

当
下ニ

勉
為
レ

善
奉
二

行

経
戒
一

端
中

身
口
意
上

奈
‑何
自
恣

ニ
セ
ン

人
答
愚
暗

ノ

故
ニ

爾
リ

王

曰
汝
自
以
為
愚
作
レ

悪
非
レ

関
二

父
母
君
天
沙
門
道

人
ノ

過
一 �
也
罪
自
由
レ

汝
豈
得
レ

不
レ

楽
今
当
レニ

受
レ

之
是
為
三

閻
王
現
二

第
三

ノ

天
使
一 �

也
　
第
四
閻
王
復

‑問
子
為

レ

人
時
豈
不
レ

見
下

世
間
諸
死
亡
者
或
蔵
二

其
ノ

屍
一

或
棄
二

」
24
ウ

捐
之
一

至
二

於
七
日
一

肌
‑肉
壊
‑敗
狐
‑狸
百
鳥
皆
就

テ

食

レ

之
上

凡
ソ

人
已

ニ

死
身
悪
腐
‑爛
汝
豈
不
レン

ヤ

見
人
答

‑言
有

リ

王
ノ

曰
汝
謂
二

独
勉

テ

可
レ

得
レ

不
一レ

死
耶
凡
人
已

ニ

生
法
皆

*当
シ

死
聞
レ

在
二

世
間
一

当
下

為
二

善
事
一

勅
二

身
口
意
一

奉
中

行
経

戒
上

奈
‑何

ソ

自
‑恣
人
答
愚
暗
故

ニ

爾
リ

王
ノ

曰
汝

‑自
作
レ

悪

非
二

是
父
母
君
天
沙
門
道
人

ノ

過
也
罪
自
由
レ

汝
豈

得
レ

不
レ

楽
今
当
レ

受
レ

之
是
為
三

閻
王
現
二

第
四

ノ

天
使
一

也

第
五

ニ

閻
王
復
問
子
為
レ

人
時
不
レヤ

見
下

世
間
弊
人
悪

子
為
レ

吏
所
レ

捕
取

テ

案
二

罪
所
一 �
刑
法
加
レ

之
或
断
二

手
足
一

或
劓
二

耳
鼻
一

或
焼
二

其
*刑
一

懸
レ

頭
日
炙
或
屠
二

割
支
解
一

」
25
オ
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*種
々
毒
痛
上ル

ヲ

不
ヤ

人
答
言
有
王

ノ

曰
汝
謂
二

為
レ

悪
独
可
一

レ

解
耶
眼
見
二

世
間
罪
福
分
明
一

何
不
下

守
レ

善
勅
二

身
口

意
一

奉
中

行
経
戒
上

云
何

ソ

自
快
人

‑答
愚
暗

ノ

故
ニ

爾
リ

王
ノ

曰

汝
自
用
レ

心
作
二

不
忠
正
一

非
二

是
父
母
君
天
沙
門
道

人
ノ

過
一

也
今

‑是
殃
‑罪
要
当�

二ニ

自
‑受
一

是
ヲ

為
三

閻
王
現
二

第

五
ノ

天
使
一ヲ

也
仏
説
レ

経
ヲ

已
諸

ノ

弟
子
等
皆
受
二

教
誡
一

各

前
ニ
テ

作
レ

礼
ヲ

歓
‑喜
奉
‑行

浄
飯
王
涅
槃
事

又
九
十
七

ニ

云
浄
飯
王
泥
洹
経

ニ

云
白
浄
王
在
二

舎

夷
国
一 �

病
‑篤
将
レニ

終
思
レヘ

リ

見
二ン

ト

世
尊
及‑
難
陀
等
一

世
尊
在
二

」
25
ウ

王
舎
城
耆
闍
掘
山

ノ

中
一 �
去
レ

此
ヲ

懸
遠
五
十
由
旬

ナ
リ

世

尊
在
二

霊
鷲
山
一

天
‑耳
遥

ニ‑聞
二

父
ノ

思
憶

ノ

声
一ヲ

即
共
二

阿
難

等
一

乗
レ

空
ニ

而
‑至

リ

以
レ

手
摩
二

王
ノ

額
上
一

慰
二

労
王
一ヲ

已
テ

為
レ

王
ノ

説
二

摩
訶
*婆
羅
本
生
経
一ヲ

王
聞

テ

得
二

阿
那
含
果
一 �

王
捉
二テ

仏
ノ

手
一

捧
二

置
心

ノ

上
一 �

仏
又
説
レク

ニ

法
ヲ

得
二

阿
羅
漢
果
一ヲ

無
常

対
‑至
命
尽
気

‑絶
忽
‑*忽
後
世
至
二

闍
維

ノ

時
一ニ

仏
ハ

共
二ニ

難

陀
一

在
二

喪
頭

ノ

前
一ニ

粛
‑恭

トA

而
立
阿
難
羅
*云

ハ

在
二

喪
足
後
一

阿
難

○

陀ヒ ■
■
也長

跪A

白
レ

A

仏
ニ

言
ク

唯
‑願

ハ

聴
三下

ヘ

我
レ
ニ

担
二ン

ヲ

伯
父

ノ

棺
一ヲ

羅

*云
復

‑言
唯

‑*願
ハ

我
レ

担
二

祖
王

ノ

棺
一ヲ

世
尊
慰
言
当
来
世

ノ

卅
五
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人
皆
凶
‑暴

ニx

不
レス

報
二

*又父

母
育
養
之
恩
一ヲ

為
二

是
不
孝
衆

」
26
オ

生
一

設
二ル

化
‑法
一ヲ

故
ニ

如
来
躬ミ

ズ
カ
ラ

欲
レ

担
二ン

ト

於
*又父

王
之
棺
一ヲ

即
時

三
千
大
千
世
界
六
種

ニ

震
動

シ

一
切

ノ

衆
山
駊
‑
騀
涌
‑

没
ルy

如
二

水
上

ノ

船
一ノ

爾
時

ニ

一
切

ノ

諸
天
龍
神
皆
来

‑テ

赴
レ

喪

挙
レ

声
哭
‑泣

ス

四
天
王
将
二

鬼
神
億
百
千
衆
一ヲ

皆
共
挙

喪
白
レ

A

仏
ニ

言
仏
  為
下

当
来
諸

ノ

不
レル

孝
二

父
母
一

者
上ノ

故
ニ

以
二

大

慈
悲
一�
親
欲
三

自
身

ニ

担
二

父
ノ

王
棺
一

四
王
倶

ニ

白
レ

A

仏
ニ

言
我

‑

等
是

レ

仏
ノ

弟
子

ナ
リ

従
レ

仏
ニ

聞
レ

法
得
二

須
陀
洹
一�
以
レノ

是
ヲ

之
故

ニ

我
‑曹
宜
レ

担
二

父
王
之
棺
一

仏
聴
三

四
王
担
二

父
ノ

王
ノ

棺
一

即

変A

為
レ

人
ト

一
切

ノ

人
民
莫
レ

不
二

啼
泣
一

世
尊
躬

‑自
手

ニ

執
二

香
鈩
一

前
‑行

シ
テ

詣
二

於
墓
所
一

令
下

千
羅
漢

ヲA

往
二

大
海

ノ

渚
上
一

」
26
ウ

取
二

牛
頭
栴
檀
*種

ノ々

香
木
一

以
レ

火
焚
レ

之
上ヲ

仏
ノ

言
苦
空

無
常
猶
如
二

幻
化
水
月
鏡
像
一ノ

焼
レクy

身
*既

ニ

竟
爾

ノ

時
諸

王
各
持
二

五
百

ノ

瓶
乳
一

以
‑用
滅
レ

*火
ヲ

々
滅
之
後
競

‑共
ニ

収
レ

骨
盛
二

金
剛
函
一

即
於
二

其
ノ

上
一

便
共
起
レ

塔
懸
二Ö
幡

蓋
一 �

供
二

養
塔
廟
一

仏
告
二

衆
会
一

父
王
浄
飯

ハ

是
レ

清
浄

ノ

人

生
二

浄
居
天
一 �
文

無
常
要
文
事

大
集
経
云
今
日
已

ニ

過
キ

明
日
已

ニ

来
ル

今
生
已

‑ニ

過
ノ

後

卅
六
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又
→B

父

又
→B

父

種
々
→B

種
種

既
→B

帰

火
々
→B

火
火

大
集
経
＝
『
大
方
等
大
集
経
』
に
見
え
ず
。

卅
六



生
已

‑ニ

近
シ

身
ハ

如
二ク

灯
火

ノ

随
レテ

風
ニ

易
レ

滅
一

命
ハ

如
二シ

朝
露

ノ

向
レテ

日
ニ

易
レ

消
一

」
27
オ

止
九
云
気

‑尽
身

‑冷
神

‑逝
ク

色
変x

無
常

ニ

所
レノ

遷
不
レ

簡
二

豪
賤
一 �

老
少
端
‑醜
無
二

逃
避

ル

処
一

慈
‑父
孝
‑子
無
二

相
代

ル

者
一
文

先
徳
云
無
常

ノ

暴
 

�
�
�

風
ハ

不
レス

論
二

神
仙
一�

モ

奪
精

ノ

猛
鬼

ハ

不
レ

嫌
二

貴
賤
一 �

モ

不
レ

能
二 �

以
レテ

財
ヲ

贖
一

�
�
�
�B

不
レス

得
二

以
レテ

勢
　
 

�
�
�
�
�

留
一ルB

ヲ

延
レル

寿
ヲ

神
丹�

�

千

両
雖
レト

モ

服�
�
�
�
�
�

返
魂

ノ

奇
香
百
斛
尽
レス

ト
モ

燃
タ
キ

何
ソ

留
二メ

ン

片
時
一モ

誰
カ

脱
二レ

ン

三
泉
一 �

或
ハ

投
二

�
�
�
�
�
�

j

巌
�
�
�
�

サ
カ
シ
キ

之�
　

刀
　

�
�
�
�

嶽�
�
�

一

流
ル
ヽ

血
潺
湲

�
�
�
�
�

サ
ヽ
ラ
ナ
ミ
タ
ツ
或

ハ

穿
二

�
�
�
�

㠍�
�

タ
カ
キ

嶫�
�

之
鉾
 

�
�
�

山
一 �

貫
レイ

テ

胸
ヲ

愁
焉

�
�
�
�
�

ウ
レ
ウ

乍
  

�
�
�
�

轢
二

�
�
�

万
石
之
勢�

�
�

輪
一

�
�
�
�

乍
ニ
ハ

没
二

�
�
�

千

仞�
�

之
寒�

�
�川

ニ一

有
ト
キ
ハ

鑊
湯

�
�
�
�
�

カ
ナ
ヘ
ノ
ユ

入
レテ

腸
ニ

常
ニ

事
二ト

シ

砲�
�

ヤ
キ

煎�
�

イ
ル
ヲ

一ヲ

有
ト
キ
ハ

鉄
火
流
レテ

喉
ト
ニ

無
二シ

暫
モ

脱
ル
ヽ

縁�
�

一
○
師
子
虎
狼

ハ

颬カ
ヽ

‑々
�
�
�
�
�

ト

歓
  

�
�
�
�

跳�
�
�

馬
頭
羅

」
27
ウ

刹
ハ
　

ク
ヽ

盱
々

�
�
�
�
�
� ト

相
ヒ

要�
�
�

嘱シ
ヨ
ク‑詫タ
ク

�
�
�
�
�
�
�閻
王

ニ一

愍
ム

意
ロ

咸
ク

銷
 

�
�
�

招
二キ

‑呼
ト
モ

妻
子
一 �

既
ニ

亦
無
レ

繇�
�

欲
二レ

ハ

以
レテ

珍�
�
�

贖
一ハ

ン
ト

曽
テ

無
二シ

一
ノ

瓊
瑶

�
�
�
�

タ
　
マ
　

一

欲
二レ

ハ

逃�
�

遁
  

�
�
�
�免

一レ
ン
ト

城
高

クA

不
スレ

能
レ

超
ルB

文
南
無
妙
法
蓮
華
経
法
界
受
苦
衆
生

無
常
詩

栄
啓
期
之
歌

シ
モ

二
　

三
楽
一

未
一タレ

到
二

常
楽

ノ

門
一ニ

ハ

皇
甫
謐
之
述

シ
モ

二
　

百
王
一

猶
ヲ

暗
二

法
王

ノ

道
一ニ

ハ
朗
詠

此
ノ

詩
ノ

注
ニ

云
冷
泉
院
円
宗
寺

ニ
テ

被
レ

講
二

法
華
経
一

序
也

卅
七
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→
補
注

止
九
＝
『
摩
訶
止
觀
』（
大
正
蔵
46

）

1
2
2
a
4
~
6

先
徳
＝
『
三
教
指
歸
』
巻
下
「
仮
名
乞
児

論
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
71

）
135
頁
に
類

似
文
あ
り
。
→
補
注

27

オ
８
行
目
欄
外
「
此
十
六
丁
」
の
書
き

入
れ
。

此
詩
注
＝
『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』（
和
漢

卅
七



上
ノ

句
ハ

栄
啓
期
歌
二
　

�
�

三
楽
一ヲ

猶
世
間
有
漏

ノ

楽
ニA

未
タレ

知
二

出

世
無
漏

ノ

常
楽
一ヲ

云
也
常
楽
四
徳
波
羅
蜜

ノ

中
ニ

二
徳

也
栄
啓
期

カ

三
楽

ノ

事
孔
子
泰
山

ト

云
山

ニ

遊
ヒ

給
シ
ニ

栄
啓

」
28
オ

期
ニ

逢
ヒ

給
ヘ
リ

栄
啓
期
琴

ヲ

ヒ
キ
歌

ヲ

ウ
タ
ヒ
テ
ア
リ
シ
カ
ハ
孔
子

問
テ

云
栄
啓
期
何
事

ヲ
カ

楽
ト

ス
ル
栄
啓
期
答

テ

云
我

ニ

三
ノ

楽

ア
リ
天
万
物

ヲ

生
セ
リ

其
ノ

中
ニ

最
モ

貴
キ
ハ

人
也
我

レ

既
ニ

人
ト

ナ
ル
一此
男

ハ

貴
ク

女
ハ

賤
シ

我
レ

既
ニ

男
ト

生
タ
リ

二此

人
生

レ
テ

不
スレ

見
二

日
月
一 �

不
レル

見
二

襁キ
ヤ
ウ

褓ハ
ウ
ヲ一

者
ノ

ア
リ
我

レ

既
ニ

年
九
十
三
也
三此

孔
子
伝

ニ

見
ヘ
タ
リ

不
レト

ハ

見
二

日
月
一 �

胎
内

ニA

死
ス
ル

者
ノ
ハ

不
レ

A

見
二

日
月

ノ

光
一 �

ヤ
ミ
ヌ
ル
ヲ
云
也
襁
 

�
�
�

褓
  

�
�
�
�ム

ツ
キ
也
生

レ

落
テ

軈
テ

死
ス
ル

者
ノ
ハ

ム
ツ
キ
ヲ
見
ス
ト
云
也
世

ニ
ハ

カ
ヽ
ル
者

ノ

有
ル
ニ

我
レ
ハ

是
レ

九
十
余
マ
テ
長

カ
ラ
ヘ

タ
ル
此

レ

楽
也
ト
云

此
ヲ

栄
啓
期

カ

三
楽

ト

云
也
下

ノ

句
ニ

皇
甫
謐

ト

云
人
述
二シ

カ
ト
モ

百

王
ノ

理
乱

ヲ一

未
トレ

弁
二

無
上
法
王

ノ二

道
ヲ一

云
也

」
28
ウ

述
懐
詩
　
　
　
　
　
　
　
 　
菅
三
品
作

金
谷
酔
花
之
地
花

ハ

毎
レ

春
匂
而
主

ハ

不
レ

帰

南
楼
嘲
月
之
人
月
与
レ

秋
期
而
身
何

ニ

去
ル

此
詩

ノ

注
云
此

ハ

左
大
臣
報
恩
願
文
也
上
句

ハ

金
谷

ハ

金
谷
園
也
石
季
倫

ト

云
シ

人
ノ

開
ケ
ル

苑
也
其

ノ

園
ニ
ハ

花
樹

ヲ

多
ク

植
ヘ
テ

愛
セ
シ

也
今
言

ハ

花
ハ

散
リ

ヌ
レ
ト
迎
レ

春
ヲ

再
ヒ

開
ク

主
ハ

永
ク

去
テ

無
レシ

ト

— 32 —

朗
詠
集
古
注
釈
集
成
　
第
三
巻
）
に
類
似

文
あ
り
。
→
補
注

三
楽
事
千
字
文

性
静
情
逸
ノ
注
ア
リ



帰
ルB

云
也
金
谷

ト
ハ

金
ノ

流
レ

出
ル

谷
ナ
レ
ハ

云
ト
ソ
初
学
記

ニ

見
ヘ

タ
リ
次

ノ

句
庾
亮
 

�
�
�
�
�

字
ハ

元�
�
�

規
ト

云
者

ノ

立
二

南
楼
一Ñ

レ

月
ヲ

也
今
言

ハ

月
ハ

毎
ニレ

秋�
�

不レC

レ

替
詠

シ

人
ハ

カ
ケ

モ

不
トレ

見
云
也
石
崇
庾
亮
 

�
�
�
�ヨ

セ

テ
今

ノ

事
ヲ

云
也

」
29
オ

観
レレレ

ハ

身
岸

ノ

額
ニ

離
レタ

ル

根
ヲ

草

論
レレ

ハ

命
ヲ

江
ノ

頭ホ
ト
リ
ニ

不
レル

繋
舟
羅
虬�

�

作

此
ノ

詩
ノ

注
ニ

云
上
句

ハ

鼠
ノ

心
歟

ト

云
ヘ
リ

私
云
月

ノ

鼠
ノ

事
カ

年
々
歳
々
花
相
‑似

リ

歳
々
年
々
人
不
レ

同
宋
之
聞
作

此
ノ

詩
ノ

注
ニ

云
花

ノ

色
ハ

経
レテ

モ

年
ヲ

替
ル

事
無

シ

人
ハ

不
レ

爾
去
年

ノ

体

今
年

ニ

替
レ
ル

心
也
実

ニ

哀
レ

深
キ

ニ
ヤ

蝸
牛

ノ

角
ノ

上
ニ

争
二

何
事
一

石
火

ノ

光
ノ

中
ニ

寄
二

此
ノ

身
ヲ一

白
楽
天
作

此
ノ

詩
ハ

文
集

ニ

ア
リ
上
句

ハ

本
文
也
蝸
牛

ノ

角
ノ

上
ニ

各
ノ

一
国

ア
リ

」
29
ウ

右
角

ノ

上
ナ
ル
ハ
触
氏
国

ト

云
左
角
上

ノ

国
ヲ

蛮
氏
国

ト

云
此

二
国
ヨ
リ
〳
〵
行

‑合
テ

地
ヲ

争
テ

戦
也
荘
子

ニ

ア
リ
王
府
新
書

ニ

引
二

荘
子
編
一

十
五
日

ニA

而
来
戦

ト

云
ヘ
リ

蝸
牛

ト
ハ

カ
タ
ツ
フ
リ
也

角
似
レ

牛
ニ

故
ニ

蝸
牛

ト

云
也
彼

ノ

角
ハ

異�
�
�
�

者
ノ
ナ
ル
ニ

夫
レ
ニ

ア
ル
国

ノ

イ
ト
ミ

戦
フ

ラ
ン
誠

ニ

ア
チ
キ
ナ
キ
タ
メ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
此
詩

ハ

ア
レ
カ
様
ニ

『類雑集』翻刻〔八〕
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ア
タ
ル
世

ニ

人
ア
タ
也
ト
モ
不
レ

思
ハ

勇
ニ

ホ
コ
ル
哀

レ

成
ト
云
也

下
句
石
火
電
光

ノ

ア
タ

ナ
ル

世
ニ

何
事
ヲ
カ
馮

ム

ヘ
キ
ト
也

生
‑者
必

ス

滅
ス

釈
尊
未
レ

免
二

旃
檀

ノ

之
煙

ヲ一
江
匡
衡

楽
‑尽
哀
‑来
天
人
猶

ヲ

逢
二

五
衰

ノ

之
日

ニ一

朝
有
二

紅
顔
一

誇
二

世
路

ニ一

義
孝
少
将

」
30
オ

暮
為
二

白
骨
一ト

朽
二

郊
原

ニ一

此
詩
上
句
紅
顔

ト
ハ

少
 

�
�
�

時
ノ

貌
也
少

キ

時
ハ

色
ア
ル

故
ニ

紅
ト

云
也

或
云
紅
粉

ヲ

ホ
ト
コ
ス
故
也
下
句
郊
原

ト

者
文
選
注

云
野
外

ヲ

日
レ

郊
文

今
朝
迄

ハ

色
香
ウ
ツ
ク
シ
カ
リ
シ
人
ナ

ル
カ
暮
ニ
ハ
野
外
ノ
死
カ
ハ
子
ト
成

リ

タ
リ
ト
云
成

○
不
浄
       

目
連
婦
女

ヲ

呵
二ル

不
浄
一ト

事

法
苑
七
十
五

ニ

引
二

禅
秘
要
経

ヲ一

云
長
老
目
連
得
二

羅

漢
道

ヲ一

本
婦
将
従
盛
服
荘
厳
欲
レ

壊
二

目
連
一

*々
々
*爾

ノ

時
為

ニ

説
レテ

偈
ヲ

言

」
30
ウ

汝
身
骨
乾
立

リ

皮
‑肉
相
纏
裹

不
浄
内

ニ

充
‑満

無
二

一
是
好
物
一

韋
嚢
盛
二

屎
溺
一

九
孔
常

ニ

流
‑出

如
三

鬼
無
二

所
宜
一

何
足
二

以
テ

自
‑貴

ニ一

汝
身
如
二

行
厠
一

一

— 34 —

法
苑
七
十
五
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵

53

）8
4
7
c
2
3
~
8
4
8
a
1
8

々
々
→B

目
連
　
爾
→B

時
尓

一

聞
タ
ル

故
ニ

不
レ

注



薄
皮
以

テ

自
‑覆

智
者
所
二

棄
遠
一

如
二

人
捨
レ

厠
去
一

若
人
知
二

汝
身
一

如
三

我
所
二

悪
厭
一

一
切
皆
遠
‑離

如
三

人
避
二

圊
厠
一

汝
身
自
荘
‑厳

華
香
以
瓔
珞

凡
夫
所
二

貪
愛
一

智
者
所
レ

不
レ

惑

汝
‑ハ

是
不
浄
聚

集
二

諸
ノ

穢
悪
物

ヲ一

如
レ

荘
二

厳
厠
舎

ヲ一

愚
人
以
為
レ

好
ト

汝
脇
肋
著
レ

脊

如
三

椽
ノ

依
二

梁
棟
一

五
蔵
在
二

腹
内
一

不
浄
如
二

屎
篋
一

汝
身
如
二

糞
舎

ノ一

愚
夫
所
二

貪
保
一

」
31
オ

飾
ル
ニ

以
二

珠
瓔
珞
一

外
好
如
二

画
瓶
一

若
人
欲

ニレ

染
レン

ト

空

始
終
不
レ

可
レ

著

汝
欲
来

テ

焼
レ

我

如
二

蛾
自
投
一レ

火

一
切
諸

ノ

欲
毒

我
今
已

ニ

滅
尽

五
欲
已

ニ

遠
‑離

魔
網
已

ニ

壊
‑裂

我
心
如
二

虚
空
一

一
切
無
二

所
著
一

正
‑使
天
‑欲
レ

来
ルC

不
レ

能
レ

染
二

我
心
一

九
相
詩
序

紅
‑粉
翠
‑黛

ハ

唯
綵
二
 

�
�
�
�

白
皮

ヲ一

男
‑女

ノ

婬
‑楽

ハ

互
ニ

抱
二ク

臭
骸

ヲ一

身
‑

冷
ヘ

魂
ヒ

去
テ

棄
二ツ

之
ヲ

荒
原

ニ一

雨
‑濯
 

�
�
�

日
曝A

須
臾

ニ

爛
壊

ス

焼
ハ

即

為
レ

灰
ト

焉
　
 

�
�
�
�
�

見
二ン

昔
ノ‑質
ヲ一

埋
ハ

又
為
レ

土
ト

誰
*留
二ン

旧
*顔

ヲ一

為
レ

之
惜
レ

*名
冷
三
 

�
�
�
�其

ノ

名
於
二リ

モ

谷
ノ

響
一ヨ

リ

為
レ

之
求
レ

利
空
三シ

其
ノ

利
於
二リ

モ

春
ノ

夢
一ヨ

リ

」
31
ウ

以
レ

順
レル

ヲ

我
而
為
二ス

恩
愛
一ト

以
レ

逆
レ

己
レ
ニ

忽
ニ

為
二

讐
敵
一ト

順
逆

ノ

二

門
*無
レ

不
レ

妄
‑縁
皆
是

レ

執
二

無
我
之
我
一

計
二

無
常
之
常
一

二

『類雑集』翻刻〔八〕
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九
相
詩
序
＝
『
九
相
詩
』（
近
世
文
学
書
誌

研
究
会
編
『
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草

子
編
10
』
勉
誠
社
、
一
九
七
三
年
六
月
所

収
）
留
→R

思
　
顔
→R

交

名
→R

其
名
　

無
→R

豈

二



四
種
顛
倒A

眼
前
迷
‑乱

ス

世
人
猶
可
レ

恥
況

ヤ

於
二

釈
氏
一
乎

第
一
新
死
相

平
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食
不
浄
想

ノ

中
ニ一

云
如
二キ

一
ノ

婆
羅
門

ノ一

修
二

浄
潔

ノ

法
一

有
二

」
37
オ

因
縁
事
一

至
二ヌ

不
浄
国
一

念
言

ク

我
レ

当
ニ

云
‑何

ソ
カ

離
二レ

此
不
浄

食
ヲ一

得
二

清
浄
食
一

耶
見
三

一
ノ

老
‑母
売
二

白
髄
餅
一

便
語
レ

之
ニ

言
我
有
レテ

縁
住
レス

ルB

此
ニ

百
‑日

ナ
リ

常
ニ

作
二テ

此
ノ

餅
一

来
リ

送
テ

与
レヘ

ハ

我
多

与
二ン

汝
ニ

直
ヲ一

老
母
*日
‑々

ニ

送
レル

之
婆
羅
門
歓
喜

シ

貪
著
飽

‑

食
ス

後
時

ニ

作
‑餅
日

ニ

漸
ク

無
レ

色
無
レシ

味
即
問
レ

之
ヲ

言
何

ニ‑縁
テ

爾
ル

耶
老
‑母
答
言
癰
瘡
已

‑ニ

差
タ
リ

婆
羅
門

ノ

言
此

レ
ハ

何
ノ

語
ソ
ヤ

四

『類雑集』翻刻〔八〕

— 41 —

犬
→J

大

鰺
→J

臊

蜣
蜋
亦
曰
蛣
蜣
亦
曰
螳
蜋
→J

如
是
下

結
蜣
蜋
亦
曰
蛣
蜣
　
丸
→J

即
丸

弘
九
＝
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』（
大
正
蔵

46

）4
1
9
b
1
7
~
c
3

日
‑々
→J

日
日

四



耶
答
言
我

ハ

大
家

ノ

夫
人

ナ
リ

隠
処

ニ

有
レ

癰
以
二

麺
*蘇
甘
草
一

*附
レ

之
癰
熱A

膿
‑出

ヲ

和
‑二

合A

*蘇
餅
一ニ

*日
々
如
レ

*是
ノ

ノ々

故
ニ

餅
ノ

味
及‑
色
倶

ニ‑好
今
夫
人
癰
差

タ
リ

何
‑レ

ノ

処
更

ニ

得
ン

婆
羅
門

聞
レ

之
以
レ

*捧
ヲ

自
‑打
槌
レテ

*掏
乾
‑区

ス

我
当

ニ

云
何

ソ

破
二セ

シ

此
浄

」
37
ウ

法
一

我
為
レ

*亇�
�
ヽB

ヲ
矣

棄
‑二捨
縁
‑事

ヲ一

馳
テ

還
二

本
国
一ニ

行
‑人
亦
爾
    

著
二

好
飲
‑食
一

観
‑二見
不
浄
一

不
二

復
可
一レ

貪
今
借

テ

喩
二

仮
想
一

意
‑亦
如
レ

是
ノ

身
如
二

癰
餅
一

謂
レテ

之
ヲ

為
レス

浄
ト

若
シ

知
二ヌ

レ
ハ

不
浄
一

還
二

於
涅
槃
清
浄

ノ

本
国
一ニ

〇
苦
患

八
苦
之
事

法
苑
六
十
六
八怨
苦苦
部篇

如
五
王
経

ニ

云
仏
為
二

五
王

ノ一

説
レ

法
人
生

レ
テ

在
レ

世
ニ

常
ニ

有
二

無
量

ノ

衆
苦
一

切
レ

身
ヲ

今
粗
為
二ニ

汝
等
一カ

略A

説
二

八
苦

ヲ一

何
ヲ
カ

謂
二

八
苦

ト一

一
ニ
ハ

生
苦
二

ニ
ハ

老
苦
三

ニ
ハ

病
苦
四

ニ
ハ

死
苦
五

ニ
ハ

恩
愛
別
苦
六

ニ
ハ

所
求
不
得
苦
七

ニ
ハ

怨
憎
会
苦
八

ニ
ハ

憂

」
38
オ

悲
苦
是

ヲ

為
二

八
苦

ト一

也
何
為
二

生
苦
一

人
死
之
時
不
レ

知

精
神
趣

二‑向
何

ノ

道
一

未
レ

得
二

生
処
一

普
受
二

中
陰
之
形
一

至
二

其
三
七
日

ノ

中
ニ一

父
母
和
合

ス
レ
ハ

便
‑来

テ

受
レ

胎
一
七
日
如
二

薄
酪
一

二
七
日

ハ

如
二

稠
酪

ノ一

三
七
日

ハ

如
二

凝
蘇

ノ一

四
七
日

ハ

一
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如
二

肉
摶

ノ一

五
七
日

ハ

五
皰
成
‑就
巧
‑風
入
レ

腹
ニ

吹
二

其
ノ

身

体
ヲ一

六
‑情
開
‑張
在
二

母
腹

ノ

中
生
蔵
之
下
熟
蔵
之
上
一ニ

母
噉
二

一
杯
熱
食

ヲ一

灌
二

其
ノ

身
体
一ニ

如
レ

入
二

鑊
湯
一

母
飲
二

一

杯　
�

冷
水
一

亦
如
二

寒
冷
切
一レ

身
母
飽
之
時
迫
二

*戻
身
体
一

痛
不
レ

可
レ

言
母
飢
之
時
腹
中
了
了
亦
如
二

倒
懸
一

受

レ

苦
ヲ

無
量
至
二

其
ノ

満
月
欲
レ

生
之
時
一

頭
向
二

産
門
一ニ

劇ケ
キ

如
二

」
38
ウ

両
石
峽ソ

バ
タ
ツ一レ

山
欲
レル

生
ン
ト

之
時
母

‑危
父

‑*怖
生
墮
二

草
上
一ニ

身

体
細
‑輭
草
触
二

其
ノ

身
一ニ

如
レ

履
二

刀
剣
一

忽
‑然

トA

失
レ

声
大
呼

此
ハ

是
苦

ナ
リ
ヤ

不
諸
人
咸

‑言
此

‑ハ

是
大
苦
何

ソ

謂
二

老
苦

ト一

謂
ク

父
母
養
育
至
二

年
長
大
一

自
用
*強
擔
レ

軽
負
レ

重
不
二

自

裁
‑量
一

寒
熱
失
レ

度
ヲ

年
老
頭
‑白
歯

‑落
目
視
昏|

耳

聴
不
レ

聡
盛

‑去
テ

衰
至

レ
リ

皮
ハ

緩
ク

面
‑皺シ

ハ
ミ

百
節
疼
‑痛
行
‑歩

苦
‑極
坐
起
呻
‑吟
憂
悲
心
‑悩
神
識
転

‑減
便

‑旋
即

‑

忘
命
日

ニ

促
‑尽
言

フ
ニ

之
流
レ

洟
ヲ

坐
起

ニ

須
レ

人
ヲ

此
ハ

是
苦
不

答
曰
大

‑苦
ナ
リ

何
ニ
ヲ
カ

謂
二フ

ヤ

病
苦
一ト

人
有
二

四
大
和
合
而
成

一
‑大
不
レレ

ハ

調
百
一
病
生

ス

四
大
不
レレ

ハ

調
四
百
四
病
同

」
39
オ

時
ニ

倶
‑ニ

作
地
‑大
不
レ

調
挙
レ

身
沈
‑重

ナ
リ

水
大
不
レ

調
挙
下

身

*腱
‑腫
火
大
不
レ

調
挙
レ

身
蒸
‑熱
風
‑大
不
レレ

ハ

調
挙
身
掘
‑

強
百
節
苦
‑痛
猶
被
二

杖
楚
一

四
大
進
退
手
足
不
レ

任
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気
力
虚
‑竭
坐
‑起
須
レ

人
ヲ

口
‑燥
脣

‑焦
筋

‑断
鼻

‑*P

目

不
レ

見
レ

色
ヲ

耳
ニ

不
レ

聞
レ

音
不
浄
流
‑出

ス

身
臥
二ス

其　
�

上
一ニ

心
懐
二

苦
悩
一 �

言
輒‑
悲
‑哀
六
親
在
レ

側
ニ

昼
夜
看
‑視
初
不
二

休
‑

息
一

餚
‑膳
美
‑食
入
レ

口
皆
苦

シ

此
‑ハ

是
苦

ナ
リ
ヤ

不
答

‑言
実

ニ

是
レ

大
苦

ナ
リ

何
ヲ

謂
二

死
‑苦
一

人
死
之
時
四
百
四
病
同
時

ニ

倶
‑

作
四
大
欲
レ

散
*Q
神
不
レ

安
欲
レ

死
ン
ト

之
時
刀
風
解
レ

形
ヲ

無
二

処
トx

不
一レルy

痛
白
汗

セ

流
‑出
両
手
摸
レ

空
室
家
内
外
在
二

」
39
ウ

其
ノ

左
右
一ニ

憂
‑悲
洟
‑泣

シ

痛
徹
二

骨
髓
一ニ

不
レ

能
二

自
勝
レフ

ルB

死
‑者

去
之
風
游
気

‑絶
火
滅
身

‑冷
風

‑先
火

‑次
ニA

魂
‑霊
去

ル

矣
身
体
*健
‑直
無
レ

所
二

復
‑知
一

旬
月
之
間
肉
壊
血

‑流

*腱
脹
爛
臭‑
甚
不
レ

可
レ

近
棄
二

之
曠
野
一

衆
鳥
噉
食
肉

‑

尽
骨

‑乾
髑
‑髏
異
処
比
是
苦
不
答
言
実

‑ニ

是
大
苦

何
ニ
ヲ

謂
二フ

ヤ

恩
愛
別
苦
一

謂
ク

室
家
内
外
兄
‑*第
妻
‑子
共

ニ

相

恋
‑慕

ス

一
朝
破
‑亡
為
人
抄
‑劫
各

‑自
分
‑張

ス

父
ハ

東
子

ハ

西
母

ハ

南
婦

ハ

北
非
二

唯
一
処
一

為
二

人
ノ

奴
婢
一ト

各
‑自
悲
‑呼

ス

心
肉
断
‑絶
*窈
々
冥

ト々A

無
レシ

有
ル二 y

相
見
之
期
一

此
ハ

是
苦

ン
ヤ

不
答
言
実

ニ

是
レ

大
苦

ナ
リ

何
ニ
ヲ

謂
二

所
求
不
得
苦

ト一

家
内

ノ

銭
‑

」
40
オ

財
散
用
追
二

求
大
官
吏
‑民
一

望
二

得
富
貴
一

勤
苦x

求
レルy

之

不
スレ

止
会
遇x

得
レ

之
而
作
二ナ

レ
リ

辺
境
令
長
一ト

未ル
ニ

レタ

経
二

幾
ノ

時
ヲ一

貪
二
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取
民
物
一 �

為
レ

人
告
言
一
朝
有
レ

事
*R

車
載
去
欲
レ

殺

レ

之
時
憂
苦
無
レ

量
不
レ

知
二

死
活
何

ノ

日
一

此
‑ハ

是
苦

ナ
リ
ヤ

不
答

テ

言
実

‑ニ

是
大
‑苦

ナ
リ

何
ヲ
カ

謂
二

*怨
憎
苦

ト一

世
人
薄
俗
共 

�

居
二

愛

欲
之
中
一

争
二

不
急
之
事
一

更
‑相

タ
カ
イ
ニ

殺
‑害

ス

遂
ニ

成
二ル

大
怨
一ト

各
‑

自
相

‑避
隠
‑蔵
無
レ

地ト
コ
ロ

各
磨
レ

刀
錯
レ

箭
挾
レ

弓
持
レ

杖
恐
‑

畏
相

‑見
会
‑二遇
陜
道
一ニ

相
‑逢

テ

張
レリ

弓
ヲ

竪
レ

箭
ヲ

両
刃
相

‑向
テ

不
レ

知
二

勝
負
是
誰
一レ

ト

当
二

爾
之
時
一

悑
‑畏
無
量

ナ
リ

此
ハ

是
レ

苦

不
答
言
実

ニ

是
大
苦

ナ
リ

何
ヲ
カ

謂
二

憂
悲
苦
悩
苦
一ト

謂
ク

人
生

テ

」
40
ウ

在
レ

世
ニ

長
命

ナ
ル

者
ノ
ハ

乃
至
二

百
歳
一

短
‑命

ナ
ル

者
ノ
ハ

胞
胎
傷
‑墮
長

命
之
者
*其
百
歳
夜
消
二

其
半
一

余
年
五
十
在
二

其
酒

醉
疾
病
一

不
知
作
人
減
二

少
五
歳
一 �

小
時
愚
癡
至
二

年

十
五
一

*末
一 �

知
二

礼
義
一

年
過
二レ

ハ

八
十
一

老
‑鈍
無
‑智
耳

‑聾
目

‑

冥
シ
テ

無
レシ

有
二ルy

法
則
一

復
減
二

二
十
年
一

已
ニ

九
十
年
過
余
有
二

十
歳
一

之
中
多
二

諸
ノ

憂
愁
一

天
下
欲
レ

乱
ン
ト

時
亦

‑愁
天
下

旱ヒ
テ
リ

時
モ

亦
‑愁
天
下
大
水

ナ
レ
ハ

亦
‑愁
天
下
霜
亦

‑愁
天
下

不
熟
亦
愁
*室

ノ

内
外

ニ

多
二レ

ハ

諸
ノ

病
‑痛
亦

‑愁
フ

持
‑家
財
‑物

治
‑生
恐
レレ

テ

失
ハ
ンy

ヲ

亦
‑愁
官
家
百
調
未
レタ

輸
亦

‑愁
家
人
遭

レ

官
閉
‑二繋
牢
獄
未
レタ

知
二

出
期
一 �

亦
‑愁
兄
*第
遠
行
未�

�
レタ

帰

」
41
ウ

亦
‑愁
居
家
窮
寒
無
レ

有
二

衣
食
一

亦
‑愁
比
舎
村
‑落
有
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事
亦

‑愁
社
稷
不
レ

弁
亦

‑愁
室
家
死
亡
無
レ

有
二

財
物

殯
葬
一

亦
愁
至
レ

春
種
作
無
レニ

モ

有
二

牛
犁
一

亦
‑愁
如
レ

是
ノ

種

種
憂
悲
無
レ

有
二

楽
時
一

至
二

其
ノ

節
日
一

共
ニ

相
‑集
聚
応
当

歓
楽
方

‑ニ

共
悲
‑啼
相
向
此

ハ

是
苦
不
答

‑言
実

ニ

是
レ

大
苦

以
貧
苦
一

為
重
苦

ト一

事

又
云
金
色
王
経
云
有
二テ

一
ノ

天
女
一

向
二

金
色
王
一ニ

而
説
偈
言

何
ナ
ル

法
ヲ
カ

名
テ

為
レル

苦
ト

所
‑為

ル

貧
窮
是

也

何
ノ

苦
ヲ
カ

最
モ

為
レル

重
ト

所
謂

ル

貧
窮

ノ

苦
也

死
苦

ト

与
二

貧
苦
一

二
ノ

苦
等

クA

無
レ

異
ナ
ルB

寧
ロ

当
レ

受
二

死
苦
一 �

ハ

不
レ

用
二

貧
窮

ノ

生
一 �

ハ
文

」
41
ウ

苦
‑々
壊
‑苦
行
‑苦
事

止
七
丁廿

三
又
復
当
レ

知
四
大
成
レス

身
ヲ

二
ハ

上
リ

二
ハ

下
リ

互
ニ

相
違
返

ス

地
ハ

遏
レ

�
�
�

*水
ヲ

ハ々

爛�
�
�

レ

地
ヲ

風
ハ

散
レ

*地
ヲ

ハ々

遮
ス

風
一 �

水
ハ

滅
ス

レ

*火
ヲ

ハ々

煎�
�

レス

水
一 �

更
相
侵
害

ルB

如
三

篋
 

�
�
�

盛
二カ

四
蛇
一 �

癰
 瘡

�
�
�
�
�

刺�
�

箭�
セ
ン

常
ニ

自
ラ

是
レ

苦
也

有
二ラ

ン

何
ノ

可
レ

y

楽
ム

加
‑
以

�
�
�
�
�
�
�

飢
渇
寒
熱
鞭
打
繋

縛
生
老
病
死

ア
リ

是
ヲ

為
二ス

*苦
一々ト

四
大
相
侵

シ

互
ニ

相
破
壊

ス

是
ヲ

為
壊
苦

ト一

*念
ニ々

流
‑炎

ス

是
ヲ

為
行
苦
文

弘
七
丁末

四

又
云
復
次

ニ

此
ノ

身
ハ

一
切
皆
苦

也

*屈
申
俯�

仰
 

�
�
�

無
二シ

非
レル
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自
殺�

�A

妻
陰
腐
其
衣
一

王
与
レ

之
登
レル

台
ニ

遂
自
投
二

台
下
一ニ

左
右
攬
レト

モ

之
不
レ

中
レ

�
�
�

手

遺
二

�
�
�
�

書
ヲ

於
帯
一

曰
願

ハ

以
二

尸
骸
一

賜
レテ

憑
ニ

令
レ

葬
早
王
怒

テ

弗
ス

聴
サ

一
宿

ニ

有
二

文
榁
木
一

生
二
 

�
�
�
�

於
二
冡
之
淀
一

�
�
�
�

白
日

ニ

大
サ

合
シ

レ

抱
屈
レ

A

体
ヲ

以
相

‑ヒ

就�
�

交
二

�
�
�

於
下
一ヲ

又
鴛
鳴

ノ

声
雌
雄
各
一

恒
ニ

栖
二ム

樹
上
一ニ

昏
聞

ニ
ハ

交
レテ

頸
ヲ

悲
鳴
音
声
成

シ
ム

人
衰
レテ

之
遂

ニ

号
二

A

其
木
一ヲ

曰
二フ

相
思
樹
一ト

望
夫
石
事
　
　
　
　

武
昌
山
城

ニ

有
二

望
夫

」
51
オ

石
一

昔
貞
婦
人

ノ

夫
 

�
�
�

遠
ク

赴
二ク

国
ノ

難
一ニ

婦
携
二テ

弱
子
一ヲ

餞
‑二送

ス

此
  

山
一ニ

立
テ

望
レ

夫
ヲ

而
死

ス

為�
�

二

立
石
一ト

因
名

テ

云
望
夫
石
一ト

明見
録幽

比
翼
連
理
事
　
並
レヘ

羽
 

�
�
�

連
レタ

ル

枝
ヲ

之
契

リ

結
テ

年
久
矣

文
集
   

長
恨
歌
曰
七
月
七
日
長
生
殿
夜
半
無
人
*偸
語

時
在
レラ

ハ

天
願

ハ

為
二

比
翼
鳥
一

在
レラ

ハ

地
願
為
二

連
理

ノ

枝
一

文
集
長
相
思
詩
曰
願

ハ

作
二

遠
方

ノ

獣
一ト

歩
ニ々

比
レテ

肩
ヲ

行
カ
ン

願
ハ

作
二テ

深
山

ノ

木
一ト

枝
枝
連
理

ニA

生
セ
ン

廿
一

廿
二
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言
泉
集
＝
『
言
泉
集
』（『
安
居
院
唱
導
集
』

上
巻
所
収
）
135
頁
→
補
注

捜
神
記
＝
『
捜
神
記
』
巻
十
一
‑二
九
四
話

{
{

→H

淫
々
　
深

ト
イ
ハ

言
ロ
ハ

→H

深
ト
イ

フ
ハ

不
得

胡
曽
詩
→
補
注

幽
明
録
→
補
注

長
恨
歌
＝
『
白
氏
文
集
』「
長
恨
歌
」（『
新

釈
漢
文
大
系
』
117
巻
）
816
頁
　
偸
→W

私

長
相
思
詩
＝
『
白
氏
文
集
』「
長
思
詩
」

（『
新
釈
漢
文
大
系
』
117
巻
）
769
頁
→
補
注

廿
一

廿
二

委
ハ

胡
曽
詩
望

夫
山

ノ

詩
注

ニ

見
タ
リ



o

雅
曰
南
方

ニ

有
二

比
翼

ノ

鳥
一

焉
不
レレ

ハ

比
不
レ

飛
其

ヲ

名
テ

曰
二

鶼
ト々
云

云
鷰
子
棲
事
 言

泉
ニ

出

」
51
ウ

徐
州
張
尚
書
有
二

愛
妓
一

曰
盻
一々ト

善
二シ

歌
舞
一ニ

云
云

尚
書
      

歿A

婦
葬
二

東
梧

ニ一

而
彭�

�

城�
�
�

有
二

張
氏
旧
第
一

第
ノ

中
ニ

有
二リ

小

棲
一

名
鷰
子
一ト

盻
々
念
二テ

旧
愛
一ヲ

不
レ

A

嫁
セ

居
二ルB

是
棲
一ニ

十
余
年

年或
不説
嫁十

二

文
集
云
鷰
子
棲

ノ

中
霜
‑月

ノ

夜
秋
‑来
只

為
二ニ

一
人
一

長
シ

注朗
可詠
見秋
之夜

詩

一
角
仙
人
事
　
法
苑
七
十
一
可欲
欲蓋
部篇

引
二テ

智

度
論
一ヲ

云o

ノ

時
ニ

世
尊
爲
二

諸
ノ

比
丘
一

説
二

本
生
因
縁
一

過

去
久
遠
世

ノ

時
波
羅
柰
国
山

ノ

中
ニ

有
二

一
ノ

仙
人
一

以
二

仲

秋
之
月
一

於
二

澡
盤

ノ

中
一

小
便

ス

見
二

*鹿T

麀
合
会
一

婬
‑心

即
‑動
精
流
二

盤
中
一

麀
鹿
飲
レ

之
即
時
有
レ

身
月
滿A

生

」
52
オ

レ

子
形
類
如
レ

人
唯
頭

ニ

有
二

一
角
一

其
ノ

足
似
レ

鹿
ニ

々
当
レ

産

時
至
二

仙
人
庵
辺
一

而
産
*見
レ

子
是
人
以
付
二テ

仙
人
一ヲ

而

去
仙
人
出

‑時
見
二

此
ノ

鹿
子
一

自
念
二

本
縁
一

知
二

是
*巳

カ

兒
一也

ト

取
‑已
養
‑育
及
二

其
ノ

年
大
一

勤
教
学
問
通
二

十
八
種

ノ

大

経
一ニ

又
学
二

坐
禅
一

行
二

四
無
量
心
一

得
二

五
神
通
一ヲ

一
時
上

廿
三

廾
四

『類雑集』翻刻〔八〕
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言
泉
＝『
言
泉
集
』（『
安
居
院
唱
導
集
』上

巻
所
収
）
134
頁
→
補
注

文
集
＝
『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
「
鷰
子
三

楼
首
」（『
新
釈
漢
文
大
系
』
99
巻
）
281
頁

朗
詠
＝
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
235
番
（
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
19
）
132
頁

法
苑
七
十
一
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵

5
3

）8
2
7
c
0
3
~
8
2
8
b
0
3

鹿T

麀
→B

鹿
麀
麀

見
子
是
人
→B

是
子
是
人

巳
→B

己

廾
四

廿
三



レ

山
ニ

値
二

*栗
雨
一ニ

泥
滑
二

其
ノ

足
一

不
レ

A

便
*
躃
レ

地
破
二

其
ノ

軍
持
一

又

傷
二

其
足
一ヲ

便
‑大

ニ

瞋
‑恚
以
二

軍
持
一

盛
レ

水
祝A

令
レ

不
レ

雨
仙

人
福
徳
諸
龍
鬼
‑神
皆
爲

ニ

*不
レ

雨
レ々

々
故
五
穀
五

*菓
尽
皆
不
レ

生
人
民
窮
乏
無
二

復
生
路
一

波
羅
柰
王

憂
愁
懊
悩
命
二

諸
ノ

大
寮
一

集
二

議
雨
事
明
‑者
議
言
我

」
52
ウ

得
聞
仙
人
山
中

ニ

有
二

一
角
仙
人
一

以
二

足
不
便
一

故
上

レ

山
*
躃
レ

地
傷
レ

足
瞋
祝
二

此
雨
一

令
二

十
二
年
不
一レ

墮
王
思
‑

惟A

言
若
十
二
年
不
レン

ハ

雨
我
国
了
矣

無
二

復
人
民
一

王

即
開
募
其
有
下リ

能
ク

令
中

仙
人

ヲA

失
二

五
通
一

属
レ

我
爲
レ

民
上

者

当
下ニ

分
二

国
半
一

治
上

是
ノ

国
有
二

婬
女
一

名
テ

曰
一

扇
陀
一ト

端
正
巨
‑

富
来
応
二

王
ノ

募
一ニ

女
問
二

諸
人
一ニ

此
‑是
人

カ

非
人

カ

衆
人

ノ

言

是
仙
人
所
生
婬
‑女

ノ

言
若

‑是
人
者
我

‑能
壊
レ

之
作
一

是
ノ

語
一ヲ

已
即
取
二

金
盤
一ヲ

盛
二

好
宝
物
一

語
レテ

王
ニ

言
我
当
下

騎
二

此
ノ

仙
人
項
一

来
上

婬
女
即
時
*五
百
乗
車

ニ

載
二

五
百

ノ

美

女
一ヲ

五
百
鹿
‑車

ニ

載
二

種
々
歓
喜
丸
一

皆
以
二

衆
薬
草
一

和

」
53
オ

レ

之
以
二

彩
‑画
一

令
レ

似
二

雑
果
一

及
持
二

種
々
大
力
一

美
酒
色

味
如
水
服
樹
皮
衣
行
二

林
樹

ノ

間
一ニ

以
テ

象
二

仙
人
一

於
二

仙

人
ノ

*庵
辺
一ニ

作
二テ

草
庵
一ヲ

而
住

ス

一
角
仙
人
*遊
‑行
見
レ

之
諸
 

女
皆
出
迎
逆
好
華
妙
香
供
二

養
仙
人
一ニ

々
々
大

‑喜
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栗
雨
泥
滑
→B

な
し
躃
→B

躄

不
レ

雨
レ々

々
→B

不
レ

雨
不
レ

雨

菓
→B

果

躃
→B

躄

五
百
乗
車
→B

求
五
百
乗
車

種
々
→B

種
種

庵
→B

菴
　
遊
→B

游



諸
女
以
二

美
言
一ヲ

敬
‑辞
問
二

訊
仙
人
一

将
テ

入
二

房
中
一ニ

坐　
�

二 シ
メ

好

牀
褥
一

与
二

好
淨
酒
一ヲ

以
二

爲
淨
水

ト

与
二

歓
喜
丸
一

以
テ

爲
二

菓

蓏
一

食
飲
飽

‑已
語
二

諸
女
一ニ

言
我
從
レ

生
已
来
初
未
レタ

得
二

如
レ

此
好
果
好
水
一

諸
ハ

女
ノ

言
我
一
心
行
レ

善
故
天
与

レ

我
ニ

願
ク
ハ

得
二

此
ノ

好
水
好
果
一

仙
人
問
二テ

諸
女
一ニ

言
汝
以
レノ

何

故
膚
色
肥
盛
答
言
我
曹
食
二

此
ノ

好
果
一

飲
二

此
ノ

美
水
一ヲ

」
53
ウ

故
肥
如
レ

此
女
白
一

A

仙
人
一ニ

言
汝

‑何
以
不
下

在
二

此
間
一

住
上

答
曰
亦
可
レ

住
耳
女
言
可
二

共
ニ

澡
‑洗
一

即
亦
可
レ

之
女

手
柔
‑軟
触
レ

之
ニ

心
動
便
与
二

諸
‑女
一

更
互
相

‑洗
フ
ニ

欲
心

転
‑生
遂

ニ

成
二

婬
事
一ヲ

即
失
二

神
通
一ヲ

天
爲

ニ

大
‑雨

ルB

七
日
七

夜
令
レ

得
二

*歓
喜
一

飲
食
七
日
以
‑後
酒
食
皆

‑尽
継

ク
ニ

以
二ス

ル
ニ

山
水
木
果
一

其
ノ

味
不
レ

美
更
索
二

前
者
一ヲ

答
‑言
已

ニ

尽
ヌ

今

当�
二ニ

共
行
一

去
レ

此
不
レ

A

遠
有
二

可
レ

得
処
仙
人

ノ

言
隨
レ

意
ニ

即
‑

便
共
出
去
レ

城
不
レ

遠
女
便
在
二

道
中
一

臥A

言
我
極

テ

不

レ

能
二

復
行
一

仙
人
言
汝
不
レ

能
レ

行B

者
騎
二

我
項

ノ

上
一ニ

当
二ニ

擔
テ

レ

汝
去
一

女
先
遣
レ

信
白
レ

王
々
可
レ

観
二

我
智
能
一ヲ

王
勅A

厳
‑

」
54
オ

駕
出

テ
ヽ

而
観
レ

之
問

テ

言
何
由
得
レ

尓
女
白
レ

A

王
ニ

言
我

以
二

A

方
便
力
一ヲ

故
今

‑已
ニ

如
レ

此
ノ

仙
人
無
レ

所
二

復
能
レ

令
レ

住
二

城
中
一

好
供
二

養
恭
三

敬
之
一ヲ

足
二

吾
所
欲
一

拝A

爲
二

大
臣
一

住

『類雑集』翻刻〔八〕
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牀
→B

床

歓
喜
→B

歡
樂

王
々
→B

王
王



レ

城
ニ

少
日
身

‑転
羸
‑痩
念
二

禅
定
心
一

楽
厭
二

世
欲
一

王
問
二

仙
人
一

汝
何
不
レ

楽
身
転

タ
ヽ

羸
痩

ス
ル

仙
人
答
レ

王
ニ

我
雖
レ

得
二ト

五
欲
一ヲ

常
ニ

自
憶
二

念
林
間
閑
靜
諸
仙
游
処
一

不
レ

能
レ

得

レ

去
王
自
思
‑惟
若
能
強

テ

違
二

其
志
一

爲
レ

苦
々
極

テ

則
死

ン

本
以
レ

求
レ

除
二

旱
患
一

今
ハ‑已
ニ

得
レ

之
当　

�
ニ三

復
何

ニ

縁
テ

強
テ

奪
二

其
ノ

志
一ヲ

即
発
二

遣
之
一ヲ

既
ニ

還
二

山
中
一ニ

精
進
不
レ

久
還

テ

得
二

五
通
一ヲ

仏
告
二

諸
比
丘
一

其
ノ

一
角
仙
人

ト

者
即
我

‑カ

身
是
也
其

ノ

」
54
ウ

婬
女

ト

者
今

ノ

耶
輸
陀
羅
是

ナ
リo

時
以
二

歓
喜
丸
一

惑
レ

我

我
未

タ

断
レ

結
爲
レ

之
所
レ

惑
今

‑復
欲
下

以
二

*歓
喜
丸
一

惑
上

我

不
レ

可
レ

得
也
以
二

是
ノ

事
一ヲ

故
知
細
‑軟
触
‑法
能
動
二

仙
人
一ヲ

何
ニ

況
ヤ

愚
夫

ヲ
ヤ

術
婆
伽
事

又
引
智
度
論
云
術
婆
伽
以
レテ

思
二

王
女
一ヲ

欲
心
内

ニ

発
ス
ラ

尚
‑能

ク

焼
レク

身
延

テ

及
二フ

天
祠
一ニ

況
ヤ

生
二

欲
‑毒
一

熾
而
不
レン

ヤ

焼
二

諸

善
法
心
一

若
著
レハ

欲
ニ

無
レ

由
レシ

近
レク

ニ

道
ニ

欲五
下蓋
也部

貧

三
教カ

フ

私

記
ノ

注
ニ

云
術
婆
伽
焼
胸
云
事
天
竺

ニ

売
レル

シ

魚
ヲ

卑
シ
キ

男
也

彼
ノ

国
ノ

法
ニ

内
裏

ニ

不
レ

簡
二ハ

門
内
門
外
一ヲ

立
レテ

市
ヲ

物
ヲ

売
買

ス
ル

也

」
55
オ

故
ニ

術
婆
伽
以
レテ

魚
ヲ

内
裏

ヘ

出
入

ス
ル
ニ

奉
レテ

見
二

国
王

ノ

后
一ヲ

成
二

�
�
�

同

男
子
一ト

加
様

ノ

人
ニ

結
レテ

契
ヲ

コ
ソ
ト
思
ケ
ル
ヨ
リ
成
二テ

恋
ノ

病
一ト

経
二ル

数

廿
五
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歓
喜
丸
→B

薬
歓
喜
丸

又
＝
『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
53

）8
2
8
b
1
0

~
1
3三

教
私
記

ノ

注
＝
『
三
教
指
帰
註
』
出
典
未

詳
。
た
だ
し
、「
術
婆
伽
」
の
記
述
は
、
以

下
に
も
見
ら
れ
る
。『
三
教
指
帰
註
』
巻

上
、
一
二
—
一
三
頁
（
文
安
二
年
東
寺
宝

菩
提
院
書
写
）、『
三
教
指
帰
註
抄
』
巻
上
、

廿
五



日
一ヲ

ホ
ト
ニ
食
事

モ

カ
キ
絶

ニ

ケ
リ
母
難
レテ

之
兎
角
痛
　

�
�
�
�

問
二フ

病
ノ

故
一ヲ

欲
レヘ

ト
モ

蔵
サ
ン
ト

不
レ

叶
有

リ

様
是

ヲ

語
レル

母
ニ

此
事
顕

レ

可
レト

モ

然
思
ハ
ネ
ト
モ

若
シ
モ
后

ノ

御
哀
レ
ミ
ヤ
蒙
ル
ト
テ
用
二テ

家
ナ
ル
魚
一ヲ

内
裏

ニ

行
テ

后
ニ

売
ル

レ

魚
様
ニ
テ
直�

�
�
�
�

不
レ

A

取
度

ニ々

及
ケ
レ
ハ
后
*在

テ

其
‑故

ヲ

問
下
フ
ニ

シ
カ
〳
〵
ト
申
ケ
レ
ハ
サ
テ
ハ
不
便

ノ

事
也
是
ニ
テ
ハ
人
目

モ

繁
ケ
レ
ハ

不

レ

可
レ

叶
天
祠
寺
ト
云
寺

ニ

来
レ

十
五
日

ノ

夜
参
詣
ス
ヘ
ケ
レ
ハ
後�

�
�‑

戸
 

�
�
�

相
ヒ

待
テ
ト
約
束
シ
下
ヒ
シ
カ
ハ
術
婆
伽

カ

母
大

ニ

悦
テ

皈
ヘ
テ
此

由
ヲ

語
二ル

術
婆
一ニ

々
々
大

ニ

悦
テ

浴
  沐
  

�
�
�
�
�
�
�
�
�食

物
ナ
ト
進
メ
テ
彼
夜

」
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隠
二レ

居
タ
リ

天
祠
寺

ノ

後
‑戸
一ニ

*宵
ノ

程
ハ

今
哉
〳

ト〵

待
ケ
レ
ト
モ
后
不
二

行
詣
一

術
婆
伽
日�

　

比
 

�
�
�

思
ノ

疲
レ
ニ

寝
‑入
タ
リ
シ
跡

ニ

夜
深

テ

巍
々

堂
々
トA

入
下
フ
待
二下

フ
ニ

術
々
一々ヲ

曽
不
レ

見
ヘ

後
‑戸

ニ

立
廻

リ

呼
ヒ

給
ケ
ル
ニ
強

ク

ネ
イ
リ
テ
不
二

答
申
一

后
約
束

ヲ

不
レル

違
之
由

ヲ

為
レニ

令
メ
ン
カ

レ

知
レ

彼
レ
ニ

上
服

ノ

金
玉

ノ

御
衣

ヲ

脱
テ

懸
二テ

術
婆

カ

上
一ニ

空
ク

還
リ

給
ヌ

其

後
術
々
々
目
覚
メ
テ
見
二

付
テ

金
玉

ノ

御
衣
一ヲ

后
ノ

是
迄
入

給
タ
リ
ケ
ル
ヲ
不
レル

知
事

ヲ

悲
ン
テ

仰
レ

天
ニ

伏
レ

A

地
ニ

難
　

�
�
�
�

程
ニ

思
ノ

火
胸

ノ

中
ヨ
リ

出
テ
ヽ

不
レ

焼
二

�
�
�
�

己
レ
カ

身
一ヲ

焼
二タ

リ

彼
寺

ヲ
モ
云

云

伊
勢
物
語
止
二ン

ト
テ

胸
ノ

思
一ヲ

提
　

�
�
�
�

入
レテ

水
ヲ

置
レハ

胸
ニ

無
レク

程
成
レリ

ケ
ル
ト

湯
ト

云
ヘ
リ
是

モ

思
ノ

火
カ

イ
タ
ス
処
也
 略已
之下

四
苦

ノ

火
八
苦

ノ

煙
リ

ナ
ト
可
思
合
之

」
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誠
二

睡
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法
苑
七
十
一
欲五
蓋蓋
篇部

如
二

智
度
論
一

菩
薩
教
二

誡
睡

眠
ノ

弟
子
一ヲ

説
レテ

偈
ヲ

云

汝
等
勿
下レ

抱
二

死
屍
一

臥
上

B

*種
々
不
淨
假

ニ

名
レ

人
　
　
　
　

如
得
二

重
病
箭
入
レ

身

諸
苦
‑痛
集
安A

可
レ

眠
ル

如
二

人
*被
レ

縛
将
レ

去
レ

殺
一

災
害
垂
レ

至
安A

可
レ

眠
　
　
　
　
 

結
賊
不
レ

滅
害
未
レタ

除

如
下

共
二

毒
蛇
一

同
室
宿
上

亦
如
レ

臨
二

陣
白
刃

ノ

間
一

o

時
云

‑何
而
可
レキ

眠
　
　
　
　

眠
爲
二

大
暗
一

無
レ

所
レ

見

*日
々
欺
‑誑
奪
二

人
明
一ヲ

以
二テ

眠
覆
レ

心
一

無
レ

所
レ

見
ル

如
レ

是
ノ

大
失
安A

可
レ

眠

」
56
ウ

疑
レ

自
疑
レ

師
疑
レ

法
事

又
云
第
五
疑
蓋

ト

者
謂
以
二ノ

疑
覆
レ

心
一

故
於
二

諸
法

ノ

中
一ニ

不
レ

得
二

定
心
二

*々
々
無

‑故
於
二

佛
法

ノ

中
一ニ

空
無
レ

所
レ

獲
如
下

人
入
二

於
宝
山
一

若
無
レ

有
レ

B

手
無
レ

所
中

能
取
上

復
次
通
疑

甚
‑多
未
二タ

必
障
一レ

定
今
障
レ

定
ヲ

者
有
二

三
種

ノ

疑
一

一
ニ
ハ

疑
レ

自

二
ニ
ハ

疑
レ

師
三

ニ
ハ

疑
レ

法
一

ニ

疑
レ

自
者
而
作
二

是
ノ

念
一ヲ

我
等
諸

根
暗
‑鈍
罪
垢
深
‑重
其
非
レ

人
乎
作
二

此
自
疑
一

定
*恵

不
レ

発
若
欲
レ

学
ン
ト

法
勿
レ

当
二ニ

自
軽
一

以
二

宿
世

ノ

善
根
難
一レヲ

測
リ

故
二

ニ
ハ

疑
レ

師
ヲ

者
彼

ノ

人
威
儀
相
貌
如
レ

是
ノ

自
尚
無
レ

道

何
‑能
教
レ

我
作
二

是
ノ

疑
慢
一ヲ

即
爲
障
レ

定
欲
レ

除
之
法
如

」
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臭
皮
嚢

ノ

中
金
以
レ

A

貪
レヲ

金
ヲ

故
不
レ

可
レ

棄
二

於
皮
嚢
一ヲ

行
者

亦
‑o

師
雖
レ

不
二

清
淨
一

亦
応
レ

生
二

於
佛
想
一ヲ

三
ニ

疑
レ

法
ヲ

者

如
二キ

世
人
一ノ

多
執
二

本
心
一

於
二

所
受
法
一

不
レ

能
二

即
信A

敬
心

ニ

受
行
一ルB
若
生
二ハ

猶
豫
一

即
法
不
レ

染
レ

心
文

妄
語
過
罪
事

同
七
十
五
引
正
法
念
経
云

妄
語

ノ

言
‑説
者

悩
二

一
切
衆
生
一ヲ

彼
レ

常
ニ

如
二

黒
暗
一

有
レレ

ト
モ

命
亦
同
レス

死
ニ

語
ノ

刀
ハ

自
ラ

割
レス

舌
ヲ

云
‑何
舌
不
レラ

ン

墮

若
妄
語
言
‑説

則
失
二

実
ノ

功
徳
一ヲ

若
人
妄
説
‑語
　

口
中

ニ

有
二

毒
蛇
一

刀
在
二テ

口
中
一ニ

住
ス

炎
火
口
‑中

ニ

然
ユ

」
57
ウ

口
中

ノ

毒
ハ

是‑レ

毒

地
上

ノ

毒
ハ

非
レ

毒
ニ

口
毒
割
二

衆
生
一

命
終
墮
二

地
‑獄
一

若
人
妄
説
‑語

自
二

口
中
一

出
レ

膿

舌
則
是‑
泥
‑犁

舌
亦
如
二

熾
火
一ノ

若
人
妄
讒
語
　

彼
ノ

人
速

ニ

軽
‑賤

爲
二

善
人
一

捨
‑離

天
測
不
二

攝
護
一

常
憎
二

嫉
*陀
人
一ヲ

与
二

諸
ノ

衆
生
悪
一

方
便
悩
‑二乱
他
一ヲ

因
レ

是
入
二

地
獄
一ニ
文

又
云

甘
露
及‑
毒
薬

皆
在
二

人
ノ

舌
中
一

甘
露
謂
実
語

妄
語
則
爲
レ

毒

若
人
須

ハ二

甘
露
一

彼
ノ

人
住
二

実
語
一
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若
人
須
レ

毒
者

彼
人
妄
‑語
説

毒
不
二

決
定
死
一

」
58
オ

妄
語
則
決
定

若
人
妄
語
‑説

彼
得
レ

言
二

死
人
一

妄
語
不
二

自
利
一

亦
不
レ

益
二

他
人
一ヲ

若
自
‑他
不
レ

楽
　

云
‑何

ヲ

妄
語
説

若
人
悪
分
‑別

喜
楽
妄

ニ

説
‑語
　
　
　
　
 

飛
墮
二

火
刀
上
一

得
二

如
レ

是
ノ

苦
悩
一

毒
害
雖
二

甚
悪
一

唯
‑能
殺
二

一
身
一ヲ

妄
語
悪
業
者

百
千
身
被
レ

壊

死
‑女
通
二

五
‑百
‑人
一ニ

事

又
七
十
五

ニ

引
二

十
誦
律
一ヲ

云
佛
在
二

舍
‑衞
‑国
一ニ

有
二

一
ノ

婆

羅
門
一

生
レス

女�
�

面
‑貌
端
‑正

ニA

顏
‑色
清
‑淨

也

名
テ

曰
レ

妙
‑光

ト

相
‑

師
占

‑テ

曰
是

‑ノ

女
後

ニ

当　
�

ニ下

与
二ト

五
‑百

ノ

男
一

共
ニ

通
上ス

諸
‑人
聞

‑已
テ

女
ノ

年
十
‑二

ナ
レC

無
レ

有
レ

B

求
ル

者
ノ

時
ニ

婆
‑羅
‑門
有
二

隣
‑比

ニ

估
客
一

」
58
ウ

常
ニ

入
レテ

海
ニ

採
レル

宝
ヲ

是
ノ

估
‑客
於
レテ

樓
‑上

ニ

遙
ニ

見
レテ

是
‑ノ

女
ヲ

即
生

シ

レ

欲
‑心

ヲ

問
二

余
‑人
一ニ

言
ク

是
‑レ

誰
レ
カ

女
‑‑

ソ
ヤ

耶
答
是

レ

某
‑甲
婆
‑羅
‑門

カ

女
也

有
レリ

ヤ

取
者

ノ

耶
答

‑言
無
レ

有
レ

B

求
‑者

ノ

問
何
故

ソ

無
二キ

人
ト

求
一ルB

耶
答
曰
此

ノ

女
ニ

有
二

一
ノ

過
‑罪
一

相
‑師
占

‑テ

曰
ク

是
‑ノ

女
後

ニ

当
ニシ

下

与
二

五
‑百

ノ

男
‑子
一

共
‑ニ

通
上ス

所
‑以

ニ

無
レシ

求
‑ル

者
ノ

時
ニ

估
‑客
念
‑言

ス
ラ
ク

除
二テ

沙
‑門
釈
‑子
一ヲ

無
二

入
レ

我
‑カ

舍
ニ

者
一ノ

即
‑往

テ

求
テ

取
レル

女
ヲ

到
テ

未
タル

ニ

レ

久
カ
ラ

估
‑客
結
レ

A

伴
ヲ

欲
レス

入
レシ

ト

海
‑中

ニ

喚
二テ

守
門

ノ

者
一ヲ

語
‑言

ク

我
レ

欲
ス

レ

入
レン

ト

海
ニ

莫
レレ

聴
二

B

男
‑子
一

強
ク

入
二ルB

ヲ

我
‑カ

舍
一ヘ

ニ

除
二ク

沙
‑門
釈
‑子
一ヲ

ハ

此
‑ハ

是
レ
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無
レ

過‑
人

ナ
リ

答
‑言o

ヲ

去
後

ニ

沙
‑門
於
レ

舍
ニ

乞
‑食

ス

是
‑ノ

女
見

‑

已
テ

語
‑テ

言
ク

共
レニ

我
ト

行
レセ

ヨ

欲
ヲ

諸
ノ

比
‑丘
不
レ

知
ラ

白
レス

佛
ニ

々
‑ノ

言
此

‑ノ

」
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オ

舍
ニ

必
ス

有
二

非
‑梵
‑行
一

汝
不
レ

応
レラ

往
ク

此
‑女
後

ニ

得
レ

病
ヲ

於
レ

夜
ニ

命
‑終

ス

其
ノ

家
‑人
以
二テ

荘
厳

ノ

具
一ヲ

合A

棄
レ

*屍
‑処

ニ

時
ニ

有
二

五
‑百

ノ

群
‑賊
一

於
二テ

此
‑ノ

処
一ニ

行
テ

見
二ル

ニ

是
ノ

死
‑女
一ヲ

即
生
レシ

欲
‑心
便

チ

就
テ

行
ス

レ

欲
ヲ

是
‑女
先

ニ

語
二ル

沙
‑門
婆
‑羅
‑門

ニ

共
レニ

我
ト

行
レセ

ヨ
ト

欲
一ヲ

以
二テ

此
ノ

因
‑

縁
一ヲ

故
ニ

墮
レス

悪
‑道

ニ

彼
‑ノ

国
ノ

北
‑方

ニ

生A

作
レル

婬
‑*竜
一

名
二ク

毘
‑摩
達
‑

多
一ト可

恐
悪
念
事

同
三
十
四

ニ

引
二テ

惟
無
三
昧
経
一ヲ

云
仏
告
二

阿
難
一ニ

善
男

子
人
求
レ

道
安
レ

禅
ヲ

先
当
レニ

断
レ

念
ヲ

人
生
二

世
間
一ニ

所
二

以
不

レ

得
レ

道
一ヲ

者
但
坐A

思
‑想

ル
ニ

穢
念
多

カ

故
ナ
リ

一
念
来

レ
ハ

一
念
去

」
59
ウ

一
日
一
宿

ニ

有
二

八
億
四
千
万

ノ

念
一

念
*々
不
レ

息
一
善

念
者
亦
得
二

善
ノ

果
報
一ヲ

一
ノ

悪
念

ハ

者
亦
得
二

悪
ノ

果
報
一ヲ

如
二

響
ノ

応
レル

カ

声
一ニ

如
二

影
ノ

隨
レカ

形
一ニ

是
ノ

故
ニ

善
‑悪
罪
福
各
‑別

ナ
リ

截
二

他
ノ

鼻
一ヲ

著
二ン

ト
ス
ル

我
婦

ノ

鼻
一ニ

事

同
九
十
二

ニ

引
二

百
喩
経
一

云
昔
有
二

一
人
一

其
ノ

婦
端
正

唯
有
二

鼻
醜
一

B

其
ノ

夫
出
レテ

外
見
二

他
婦
女
面
貌
端
正
其

鼻
甚
好
一ヲ

便
截
二テ

他
ノ

鼻
一ヲ

持
来

テ

帰
レ

家
急

ニ

喚
二

其
ノ

婦
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汝
速

ニ
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出
‑来

シ

与
二ン

ト

汝
ニ

好
鼻
一ヲ

即
割
二

其
ノ

鼻
一ヲ

以
二テ

他
ノ

鼻
一ヲ

著
ル
ニ

既
ニ

不
二

相
‑

著
一

復
失
二

其
ノ

鼻
一ヲ

唐
ク

使
下

其
ノ

婦
一ヲx

受
中

大
苦
痛
上

世
間

ノ

愚
人

亦
復
如
レ

是
聞
下

他
ノ

宿
旧

ノ

沙
門

ニ

有
二テ

大
名
徳
一

為
レ

人
恭
‑

」
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オ

敬
シ

得
中

大
利
養
上ヲ

便
‑自
假
称
レ

妄
言
二

有
徳
一

既
ニ

失
二

其
ノ

利
一ヲ

後
傷
二

其
ノ

行
一

如
‑截
二

*陀
鼻
一

*徒
‑自
傷
損
上ル

世
間

ノ

愚
人
亦

復
如
レ

是
ノ

文

依
業
報
受
悪
身
事

法
苑
九
十
七

ニ

倶
舍
論

ニ

云
ク

若
シ

人
ト

臨
‑終

ニ

起
二

邪
‑見

ノ

心
一ヲ

是
ノ

人
以
二テ

先
ノ

不
‑善
一ヲ

為
レ

因
ト

邪
‑見

ヲ

為
レ

縁
故

ニ

墮
二

地
獄
一

有
ル

論
‑師

ノ

言
ク

一
‑切

ノ

不
‑善
皆

‑是
地
‑獄

ノ

因
也

此
ノ

不
‑善

ノ

之
余

生
二

畜
‑生
餓
‑鬼

ノ

中
一ニ

又
タ

法
業
盛

ナ
ル

故
ニ
ハ

墮
二

畜
生

ノ

中
一

如
二キ

婬
‑

慾
盛

ナ
ル

故
ニ
ハ

生
二

於
鴿
雀
鴛
鴦

ノ

之
中
一ニ

瞋
‑恚
盛

ナ
ル

故
ニ
ハ

生
二

於

蚖
蝮
蛇
蠍

ノ

中
一ニ

愚
‑癡
盛

ナ
ル

故
ニ

生
二

猪
羊
蚌
蛤
一ニ

*憍
‑慢
盛

ナ
ル

」
60
ウ

故
ニ

生
二ス

於
師
子
虎
狼

ノ

中
一ニ

掉
‑戲
盛

ナ
ル

故
ニ

生
二ス

獼
猴

ノ

中
一ニ

慳
‑

嫉
盛

ナ
ル

故
ニ
ハ

生
二

餓
狗

ノ

中
一

若
シ

有
二ル

ハ

少
‑分
施
‑善A
余
‑福
一

雖
レ

生
二

畜
‑生
一

於
レ

中
微

ン

楽
二

身
‑口

ノ

二
‑業
一ヲ

雖
二

由
レ

心
為
レ

主
一

然
モ

其
ノ

口
‑業
受
レ

報
者

ノ

多
ク

*加
二

罵
人
軽
躁
一

喩
ハ

如
獼
猴
即
生
二

猴
中
一

若
言
貪
‑
悷
如
レ

烏
語
如
二

狗
吠

ノ一

騃
如
二

猪
羊
一ノ

声

如
二

驢
鳴
一ノ

行
如
二*n

駝
一

自
高
如
レ

象
悪
如
二

逸
牛
一ノ

婬
如
二

卅
二
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陀
→B

他
　
従
→B

徒

『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
53

）1
0
0
1
a
2
6
~

b
1
8憍

慢
→B

中
憍
慢

加
→B

如

n

→B

ナ
シ

卅
二



鳥
雀
一

怯
如
二

猫
狸
一ノ

諂
如
二

野
狐
一

如
レ

是
ノ

諸
悪
随
レ

口
受

レ

報
然
由
三
毒
為
レ

本
三
毒
之
中
貪
愛

ヲ

為
レ

重
ト

如
下

捉
二

布
一
頭
一ヲ

余
則
尽
随
上

故
ニ

智
度
論
云
若
不
レ

断
二

*受
愛
一ヲ

則
潤
レ

生
是

ノ

故
ニ

四
生
皆
由
レテ

愛
ニ

起
如
説
多
欲
生
二

鳥

」
61
オ

雀
ノ

中
一ニ

多
貪
レ

味
故
厠
中

ニ

受
レ

生
又
愛
‑欲

ノ

故
卵
生
貪
二

香
味
一

故
受
二

湿
生
一

随
二

其
ノ

所
愛
一

故
起
二

慇
重

ノ

業
一

則
受
二

化
生
一

若
慇
重

ノ

心
楽

テ

行
二

罪
業
一ヲ

死
時
妄

ニ

見
二

地
獄
一

受
二

其
ノ

化
生
一

若
慇
重
*愛
‑欲
福
上
界
化
‑生
故

ニ

成
論

ニ

云

如
二

樹
根
不
レ

拔
其

ノ

樹
猶
生
一ス

ル

貪
ノ

根
不
レレ

ハ

抜
苦
樹
常

ニ

在

文

」
61
ウ

『類雑集』翻刻〔八〕
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受
愛
→B

愛
愛

愛
欲
福
→B

愛
福



８
ウ
 

俗
典
＝
出
典
未
詳
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
金
烏
玉
兎
」
の
説
話
。『
今
昔
物
語
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
33
）
巻
五
の
十

三
話
な
ど
。

11
ウ
 

こ
の
話
、
野
干
の
字
を
全
て
「
于
」
と
彫
る
が
、
翻
刻
で
は
「
干
」
と
し
た
。

16
オ
 

『
童
子
経
』（『
続
群
書
類
従
』
32
‑下
）
９
頁
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
異
同
箇
所
が
多
い
た
め
、
傍
線
で
示
し
た
。

「
致
龜
鶴
之
契
。
露
命
不
消
程
。
重
鴛
鴦
之
衾
。
身
體
不
壊
間
。
忉
利
摩
尼
殿
。
歎
遷
化
無
常
。
大
梵
高
臺
閣
。
悲
火

血
刀
苦
。
須
達
之
十
德
。
無
留
於
無
常
。
阿
育
之
七
寳
。
無
買
於
壽
命
」

27
オ
 

元
禄
の
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
圓
光
大
師
行
状
畫
圖
翼
贊
』
巻
三
十
二
（『
浄
土
宗
全
書
』
第
十
六
巻
、
山
喜
房
佛
書

林
、
昭
和
四
十
六
年
五
月
、
四
九
八
頁
上
段
）
に
同
文
あ
り
。
参
考
と
し
て
該
当
箇
所
を
以
下
に
記
す
。
な
お
、『
類
雑
集
』

に
合
わ
せ
通
行
字
で
表
記
し
た
。

大
集
経
云

ニ

今
日
已

ニ

過
ギ

明
日
已

ニ

来
ル

今
生
已

ニ

過
ギ

後
生
已

ニ

近
シ

身
ハ

如
二ク

灯
火
一ノ

随
レテ

風
ニ

易
一レキ

カ

滅
ニ

命
ハ

如
二シ

朝
露

ノ

向
テ

レ

日
ニ

易
一レキ

ガ

消
エ

27
ウ
 

『
三
教
指
歸
』
巻
下
「
仮
名
乞
児
論
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
71
『
三
教
指
歸
　
性
靈
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
年
十
一
月
、

一
三
五
頁
）
の
類
似
箇
所
を
以
下
に
記
す
。
な
お
、
異
同
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
、『
類
雑
集
』
に
合
わ
せ
通
行
字
で
表

廿
七

卅
六

卅
七

補
注

十
八

廿
二
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記
し
た
。

無
常
暴
風
。
不
論
神
仙
。
奪
精
猛
鬼
。
不
嫌
貴
賤
。
不
能
以
財
贖
。
不
得
以
勢
留
。
延
寿
神
丹
。
千
両
雖
服
。
返
魂
奇

香
。
百
斛
尽
燃
。
何
留
片
時
。
誰
脱
三
泉
。
尸
骸
爛
草
中
。
以
無
全
。
神
識
煎
沸
釜
。
而
無
専
。
或
投
斬
巌
之
刀
岳
。
流

血
潺
湲
。
或
穿
㠍
嶫
之
鉾
山
。
貫
胸
愁
焉
。
乍
轢
万
石
之
熱
輪
。
乍
没
千
仞
之
寒
川
。
有
鑊
湯
入
腹
。
常
事
砲
煎
。
有

鉄
火
流
喉
。
無
暫
脱
縁
。
水
漿
之
食
。
億
劫
何
聞
称
。
咳
唾
之
湌
。
万
歳
不
得
擅
。
師
子
虎
狼
。
颬
颬
歓
跳
。
馬
頭
羅

刹
。
盱
盱
相
要
。
号
叫
之
響
。
朝
朝
愬
霄
。
赦
寛
之
意
。
暮
暮
已
消
。
嘱
詫
閻
王
。
愍
意
咸
銷
。
招
呼
妻
子
。
既
亦
無

繇
。
欲
以
珍
贖
。
曽
無
一
瓊
瑶
。
欲
逃
遁
免
。
城
高
不
能
超
。

28
オ
 

「
此
詩
注
云
」
と
あ
る
が
、
本
文
の
漢
詩
が
全
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
此
詩
注
」
と

い
う
の
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
注
釈
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
の
中
で
も
『
和
漢
朗
詠
集

永
済
注
』
の
本
文
に
『
類
雑
集
』
と
の
類
似
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
牧
野
和
夫
氏
は
、『
中
世
の
説
話
と

学
問
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
一
年
十
一
月
）
の
な
か
で
、
永
済
注
の
代
表
的
な
三
本
を
比
較
し
た
う
え
で
、『
類
雑
集
』
に

引
か
れ
て
い
る
「
朗
詠
注
」
は
「
明
ら
か
に
永
青
文
庫
蔵
『
倭
漢
朗
詠
抄
注
』
に
酷
似
し
、
ほ
ゞ
同
文
と
称
し
て
よ
」
い

と
指
摘
し
て
い
る
。

参
考
の
た
め
、
以
下
に
『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
の
類
似
箇
所
を
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
　
第
三
巻
』（
大
学
堂

書
店
、
平
成
元
年
一
月
）
を
記
載
さ
れ
た
頁
と
と
も
に
引
用
す
る
。
な
お
、『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
で
は
『
類
雑
集
』
と

漢
詩
の
記
載
順
が
異
な
る
た
め
、『
類
雑
集
』
の
順
に
合
わ
せ
て
引
用
し
た
。
ま
た
、『
類
雑
集
』
に
合
わ
せ
通
行
字
で

表
記
し
た
。

（
279
～
280
頁
）

卅
七

『類雑集』翻刻〔八〕
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栄
啓
期

�
�
�
�
�
　

之
歌

フ

三
楽
一ヲ

未
タ

到
ラ

常
楽
之
門
一ト

ニ

皇
甫
謐

�
　
�
�

之
述

タ
ル

百
王
一ヲ

猶
ヲ

暗
 

�
�
�

法
皇
之
道
一ニ

ハ

江

此
レ
ハ
、
冷
泉
院
、
円
宗
寺
ニ
シ
テ
法
花
経
ヲ
講
セ
サ
セ
給
、
序
也
。
上
句
ハ
、
栄
啓
期
、
ミ
ツ
ノ
タ
ノ
シ
ミ
ヲ
ハ
、
ウ

タ
ヒ
シ
カ
ト
モ
、
ナ
ヲ
世
間
有
漏
シ
タ
ノ
シ
ミ
ニ
シ
テ
、
イ
マ
タ
出
世
無
漏
ノ
常
楽
ヲ
ハ
シ
ラ
サ
リ
キ
ト
云
也
。
常
楽

ト
イ
ハ
、
四
徳
波
羅
蜜
ノ
中
ノ
二
徳
也
。
栄
期
三
楽
事
、
酒
処
ニ
ア
リ
。

（
195
頁
）

孔
子
ノ
、
泰
山
ト
云
山
ニ
ア
ソ
ヒ
タ
マ
ヒ
シ
ニ
、
栄
啓
期
ニ
、
ア
ヒ
タ
マ
ヘ
リ
。
栄
期
、
コ
ト
ヲ
ヒ
キ
テ
、
歌
ヲ
ウ
タ

ヒ
テ
ア
リ
シ
カ
ハ
、
孔
子
ト
ヒ
テ
云
ク
、
先
生
、
何
事
ヲ
カ
、
タ
ノ
シ
ミ
ト
ス
ル
。
栄
期
コ
タ
ヘ
テ
イ
ハ
ク
、
我
ニ
三

ノ
タ
ノ
シ
ミ
ア
リ
。
天
、
ヨ
ロ
ツ
ノ
モ
ノ
ヲ
ナ
セ
リ
。
ソ
ノ
ナ
カ
ニ
、
モ
ト
モ
タ
フ
ト
キ
ハ
、
人
也
。
ワ
レ
、
ス
テ
ニ

人
ト
ナ
レ
リ
。
コ
レ
、
一
ノ
タ
ノ
シ
ヒ
ナ
リ
。
ヲ
ト
コ
ハ
、
タ
フ
ト
ク
、
ヲ
ム
ナ
ハ
、
イ
ヤ
シ
。
ワ
レ
、
ス
テ
ニ
ヲ
ト

コ
タ
リ
。
コ
レ
、
二
ノ
タ
ノ
シ
ヒ
ナ
リ
。
人
、
ム
マ
レ
テ
日
月
ヲ
ミ
ス
、
襁
褓

�
�
�
�
�

ヲ
ミ
サ
ル
ア
リ
。
ワ
レ
、
ス
テ
ニ
、
ト

シ
九
十
三
ナ
リ
。
コ
レ
、
三
ノ
タ
ノ
シ
ヒ
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
。
列
子
伝
ニ
ミ
エ
タ
リ
。
日
月
ヲ
ミ
ス
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
ヽ
ラ

ノ
ウ
チ
ニ
テ
、
シ
ヌ
ル
モ
ノ
ハ
、
ツ
キ
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
ヲ
モ
ミ
ス
シ
テ
、
ヤ
ミ
ヌ
ル
ヲ
云
也
。
襁
褓
ト
ハ
、
ム
ツ
キ
ナ
リ
。

ム
マ
レ
ヲ
チ
テ
、
ヤ
カ
テ
、
ウ
セ
ヌ
ル
モ
ノ
ハ
、
ム
ツ
キ
ヲ
モ
、
ミ
ス
ト
云
也
。
世
ニ
ハ
、
カ
ヽ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
、
我

ハ
、
九
十
余
ニ
テ
、
ナ
カ
ラ
ヘ
タ
ル
、
コ
レ
、
タ
ノ
シ
ヒ
ナ
リ
ト
云
也
。
コ
レ
ヲ
、
栄
啓
期
カ
三
楽
ト
イ
フ
。

（
280
頁
）

下
句
ハ
、
皇
甫
謐
ト
イ
ヒ
シ
人
、
百
王
ノ
理
乱
ヲ
ノ
ヘ
シ
カ
ト
モ
、
イ
マ
タ
、
無
上
法
王
ノ
道
ヲ
ハ
、
ワ
キ
マ
ヘ
サ
リ

キ
ト
云
也
。

（
323
頁
）

金
谷
酔
 

�
�
�

花
一ニ

之
地
花

ハ

毎
 

�
�
�

春
ル一

匂
フ
テ

而
主

シ
ハ

不
レス

帰
ヲ

南
楼

ニ

嘲
　

�
�
�
�

月
ヲ

之
人
月

ハ

毎
秋
一
期
 

�
�
�

而
身
何
去
　
菅
三
品
作

— 70 —



コ
レ
ハ
、
左
大
臣
、
報
恩
願
文
ナ
リ
。
上
句
、
金
谷
ト
イ
ハ
金
谷
園
也
。
石
季
倫
ト
イ
ヒ
シ
人
ノ
、
ヒ
ラ
ケ
ル
ソ
ノ
也
。

其
ノ
園
ニ
ハ
、
花
樹
ヲ
ウ
ヱ
テ
愛
セ
シ
也
。
今
言
ハ
、
花
ハ
チ
リ
ヌ
レ
ト
、
ハ
ル
ヲ
ム
カ
ヘ
テ
、
フ
タ
ヽ
ヒ
サ
ク
。
ヌ

シ
ハ
ナ
カ
ク
サ
リ
テ
、
マ
タ
ト
カ
ヘ
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
云
也
。
金
谷
ト
ハ
、
金
ノ
ナ
カ
レ
イ
ツ
ル
タ
ニ
ナ
レ
ハ
云
ト
ソ
。
初

学
記
ニ
見
タ
リ
。
次
句
ハ
、
庾
亮
、

�
�
�
�
�
　

字
、
元
規�

ト
イ
フ
モ
ノ
、
南
楼
ヲ
タ
テ
ヽ
、
月
ヲ
モ
テ
ア
ソ
ヒ
シ
也
。
今
言
ハ
、
月

ハ
秋
コ
ト
ニ
カ
ハ
ラ
ネ
ト
モ
、
ナ
カ
メ
シ
人
ハ
、
カ
ケ
モ
ミ
ヘ
ス
ト
云
也
。
石
崇
、
庾
亮
ニ
ヨ
セ
テ
、
今
ノ
コ
ト
ヲ
云

也
。
 

（
343
～
344
頁
）

観
レ
ハ

身
一ヲ

岸
ノ

額
ニ

離
タ
ル

根
一

草
　
論

レ
ハ

命
ヲ

江
ノ

頭
リ
ニ

不
ル

繋
一

�
�
�

舟
　
　
羅
蛟

此
詩
、
上
句
ハ
、
月
ノ
鼠
ノ
意
歟
。
下
句
、
可
知
。

年
々
歳
々
花
相

ヒ

似
タ
リ

歳
々
年
々
人

ス

不
同

カ
ラ

宋
之
聞�

�

此
詩
、
或
云
、
本
ハ
劉
希
夷
カ
作
也
。
宋
之
聞
、
希
夷
ヲ
コ
ロ
シ
テ
、
我
作
ト
称
也

云
々

。
言
ハ
、
花
ノ
色
ハ
、
ト
シ
ヲ

ヘ
テ
、
カ
ハ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
人
ハ
不
爾
、
コ
ソ
ノ
ス
カ
タ
ハ
、
コ
ト
シ
ハ
カ
ハ
ル
意
也
。

蝸
牛

ノ

角�
�

、
上

ニ

争
ソ
フ
テ

何�
�

事
一
 

�
�
�
�

石
火

ノ

光
リ

中
 

�
�
�

寄
　

�
�
�
�

此
ノ

身
一ヲ

白

此
詩
、
文
集
ノ
五
十
六
ニ
ア
リ
。
上
句
ハ
本
文
也
。
蝸
牛
ノ
角
ノ
ウ
ヘ
ニ
、
ヲ
ノ
〳
〵
一
ノ
国
ア
リ
。
左
角
ノ
上
ナ
ル

国
ヲ
ハ
触
氏�

　

ト
イ
フ
。
右
ノ
角
上
ノ
国
ヲ
蛮
氏

�
�
�
　

ト
イ
フ
。
此
二
ノ
国
ヨ
リ
、
ユ
キ
ア
ヒ
テ
、
地
ヲ
ア
ラ
ソ
ヒ
テ
、
ア
ヒ

タ
ヽ
カ
フ
ト
云
ヘ
リ
。
庄
子
ニ
ア
リ
。
玉
府
新
書
ニ
、
引
庄
子
篇
、
十
五
日
ニ
シ
テ
而
来
戦
ト
イ
ヘ
リ
。
蝸
牛
ト
ハ
、
カ

タ
ツ
フ
リ
也
。
角
似
牛
故
、
蝸
牛
ト
云
也
。
カ
レ
カ
ツ
ノ
ハ
、
ア
タ
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
ア
ル
ニ
、
ソ
レ
ニ
ア
ル
国
ノ
、
イ

ト
ヒ
タ
ヽ
カ
フ
ラ
ム
、
マ
コ
ト
ニ
、
ア
チ
キ
ナ
キ
、
タ
メ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
。
此
世
ハ
、
カ
レ
カ
ヤ
ウ
ニ
ア
タ
ナ
ル
ニ
、
ヨ

ノ
人
、
ア
タ
ナ
リ
ト
モ
ヲ
モ
ハ
ス
、
イ
サ
ミ
ホ
コ
ル
モ
、
カ
レ
カ
コ
ト
シ
。
下
句
、
此
身
ノ
ホ
ト
ナ
キ
コ
ト
、
石
火
ノ
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光
ノ
コ
ト
シ
ト
云
ヘ
リ
。
可
知
。

生
ア
ル

者
 

�
�
�

必
ス

滅
ス

釈
尊
未

タ

免
 

�
�
�

旃
檀
之
煙
一ヲ

楽
シ
ミ

尽
テ

哀
　

�
�
�
�

来
ル

天
人
猶

ヲ

逢�
�

五
衰
之
日
一ニ

願
文
　
江
匡
衡

（
345
頁
）

朝
ニ
ハ

有
テ

紅
顔
誇
　
 

�
�
�
�
�

世
路
一ニ

暮
ニ
ハ

為
テ

白
骨
一ト

朽�
�
�

郊
原
 

�
�
�
�
�
�

義
孝
少
将

此
詩
、
無
常
ノ
意
ヲ
ツ
ク
レ
リ
。
上
句
、
紅
顔
ト
イ
ハ
、
ワ
カ
キ
ト
キ
ノ
カ
ホ
也
。
少
キ
時
ハ
、
血
ア
ル
カ
故
ニ
紅
也
。

或
云
、
紅
粉
ヲ
ホ
ト
コ
セ
ル
カ
ホ
也
。
下
句
、
郊
原
ト
イ
ハ
、
文
選
注
曰
、
野
外
曰
郊

云
々

。
有
人
云
、
此
句
ハ
、
冷
泉

院
御
時
、
麗
景
殿
女
御
葬
送
之
剋
、
義
孝
少
将
之
所
作
也

云
々

。

43
オ
 

『
大
寶
積
經
』（
大
正
蔵
11
）3

2
5
a
0
4

˜08

に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

初
出
胎
時
。
若
男
若
女
。
適
生
墮
地
。
或
以
手
捧
。
或
衣
承
接
。
或
在
床
席
。
或
在
屋
中
。
或
復
地
上
。
或
逈
露
處
。
或

在
日
中
。
或
冬
夏
時
冷
熱
風
觸
此
身
。
初
生
受
大
苦
惱
。
如
生
剥
牛
觸
於
牆
壁

50
オ
 

『
業
報
差
別
経
』
に
つ
い
て
は
、

50
ウ
～
52
オ
 

～

金
沢
文
庫
本
『
言
泉
集
』「
亡
夫
帖
」
に
同
話
が
あ
る
。『
類
雑
集
』
と
『
言
泉
集
』
の
異
同
お
よ
び
考
察
に
つ
い
て
は
、

清
水
宥
聖
氏
「
�
言
泉
集
�
と
�
類
雑
集
�
」（『
国
文
学
踏
査
』
第
二
十
号
、
平
成
二
十
年
三
月
）
に
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。

56
オ
 

術
婆
伽
説
話
の
流
布
に
つ
い
て
は
、
島
内
景
二
氏
「
術
婆
伽
説
話
に
み
る
受
容
と
創
造
」（『
汲
古
』
第
十
一
号
、
昭
和
六

十
二
年
六
月
）
に
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。

四十
八

廿
三

十
九

廿
五
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「
伊
勢
物
語
」
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
章
段
が
『
伊
勢
物
語
』
に
は
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、『
大
和
物
語
』
百
四

十
九
段
に
「
胸
に
あ
て
た
水
が
熱
湯
に
な
っ
た
」
と
す
る
本
文
が
確
認
で
き
る
（
日
本
古
典
文
学
大
系
９
『
竹
取
物
語
　
伊
勢
物

語
　
大
和
物
語
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
、
三
二
一
頁
）。
本
章
段
に
つ
い
て
、
亀
田
夕
佳
氏
「�
大
和
物
語
�
の
〈
歌

こ
と
ば
〉
︱
一
四
九
段
�
こ
の
水
、
熱
湯
に
た
ぎ
り
ぬ
れ
ば
�
を
め
ぐ
っ
て
︱
」（『
人
文
研
究
論
叢
』
第
四
号
、
平
成
二
十

年
三
月
）
が
あ
る
。




